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川上峡春まつり（令和3年3月13日～5月23日まで）

2
令和３年度予算を可決

10 議会全会一致で決議

■議案・審査結果一覧
■４常任委員会報告 

■一般質問に２８議員が登壇
16 「市政  ここが聞きたい」

23 議会報告会のお知らせ

第71号
「さが市議会だより」

「
題
字
」佐
賀
北
高
等
学
校
３
年

　
　
　井
上
　り
こ
　さ
ん



2

◎令和3年度当初予算一般会計の状況
【歳入】 〔歳入総額　1,013億円〕

【歳出】 〔歳出総額　1,013億円〕

《款　別》 《性質別》

市税
（290.3 億円）
28.7％

国庫支出金
（183.1 億円）
18.1％

地方交付税
（171億円）
16.9％

市債
（99.5 億円）
9.8％

県支出金
（95.6 億円）
9.4％

交付金
（66.1 億円）
6.5％

地方譲与税
（７.1億円）
0.7％

人件費
（156.4 億円）
15.4％

扶助費
（297.9 億円）
29.4％

民生費
（424.1 億円）
41.9％

総務費
（134.8 億円）
13.3％

教育費
（93.9 億円）
9.3％

公債費
（96億円）
9.5％

衛生費
（90.3 億円）
8.9％

農林水産業費
（33.7 億円）
3.3％

消防費
（39億円）
3.8％

商工費
（25.4 億円）
2.5％ 災害復旧費

（6.5 億円）
0.6％

議会費
（5.9 億円）
0.6％

その他
（3.5 億円）
0.3％

土木費
（64.2 億円）
6.3％

繰出金
（122.6 億円）
12.1％

補助費等
（72.5 億円）
7.2％

維持補修費
（23.5 億円）
2.3％

その他
（12.4 億円）
1.2％

積立金
（10.9 億円）
1.1％

物件費
（117.2 億円）
11.6％

投資的経費
（103.6 億円）
10.2％

公債費
（96億円）
9.5％

自主財源
（390.7 億円）
38.6％

依存財源
（622.3 億円）
61.4％

義務的経費
（550.3 億円）
54.3％

その他の
経費

（462.7 億円）
45.7％

繰入金
（29.8 億円）
2.9％

諸収入
（24.8 億円）
2.5％

使用料及び手数料
（19.4 億円）
1.9％

分担金及び負担金
（5.2 億円）
0.5％

寄附金
（18億円）
1.8％

その他
（3.2 億円）
0.3％

　３月定例会は１日に開会し、23 日に閉会しました。当初予算９件、補正予算 11 件 ( 当初予算の
補正２件含む )、条例７件（うち委員会提出１件）、一般９件、人事 29 件の計 65 議案を可決・承認・
同意しました。
　令和３年度の一般会計当初予算は前年度に比べ７億円減の１，０１３億円となりました。

令和３年度の重点政策

 令和３年度の予算

１．安全・安心
２．経済活性化
３．子育て・教育・スポーツ

◆新型コロナウイルス感染症の影響により地方税等が大幅に減収となる中、防災・減災、国土
強靭化や地方創生の推進、地域社会の維持・再生等の重要課題に取り組みつつ、安定的に財
政運営を行うことができるよう、地方一般財源総額について、前年度と同水準を確保するこ
ととされている。

◆経済状況については、新型コロナウイルス感染症の影響により、依然として厳しい状況にある。
国の各種経済対策や本市の追加支援策もあいまって、幾分持ち直しの動きが見られるものの、
経済の水準はコロナ前を下回った状態にとどまり、地域経済の回復はいまだ途上にある。そ
のため、行政として市民の生活をいかに守っていくのか、今、行政に何が求められているの
かを確実に受け止め、市民生活や企業活動を支えるための事業を展開する必要があると考え
る。

◆健全な財政運営に配慮しつつ、限られた財源を最大限に活用し、地域経済の好循環の確立に
つながる取り組みを積極的に進めるとともに、市民が幸せを実感できるまちづくりに重点を
置いて予算編成を講じている。

背　  景背　  景

令和３年度の予算総額
会　　計 予算額 増　　減（前年度比）
一般会計 １，０１３億円 △７億円（△０．７％）

特
別
会
計

国民健康保険 ２６４億２，３００万円 △４億５，５００万円（△１．７％）

国民健康保険診療所 １億１，２００万円 △１００万円（△０．９％）

後期高齢者医療 ３４億４，５００万円 △２，３００万円（△０．７％）

企
業
会
計

自動車運送事業
（市営バス） １２億２，０００万円 △７，１００万円（△５．５％）

水道事業 ６８億３，９００万円 △２億４，３００万円（△３．４％）

工業用水道事業 １，８００万円 △１００万円（△５．３％）

下水道事業 １７８億４，９００万円 ＋２８億５，５００万円（＋１９．０％）

富士大和温泉病院事業 １７億９，５００万円 ＋５，８００万円（＋３．３％）

※ 端数処理のため、増減率が一致しない場合があります。

　コロナの時代にあって、改めて市民にとって暮らしやすい環境を提供できるように、チー
ム一丸となって様々な課題に取り組み、３本の柱でまちづくりを進めていく。
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さが市議会だより第71号（令和3年3月定例会）

◎令和3年度当初予算一般会計の状況
【歳入】 〔歳入総額　1,013億円〕

【歳出】 〔歳出総額　1,013億円〕

《款　別》 《性質別》

市税
（290.3 億円）
28.7％

国庫支出金
（183.1 億円）
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衛生費
（90.3 億円）
8.9％

農林水産業費
（33.7 億円）
3.3％

消防費
（39億円）
3.8％

商工費
（25.4 億円）
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0.6％

議会費
（5.9 億円）
0.6％

その他
（3.5 億円）
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土木費
（64.2 億円）
6.3％

繰出金
（122.6 億円）
12.1％

補助費等
（72.5 億円）
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その他
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積立金
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物件費
（117.2 億円）
11.6％

投資的経費
（103.6 億円）
10.2％

公債費
（96億円）
9.5％

自主財源
（390.7 億円）
38.6％

依存財源
（622.3 億円）
61.4％

義務的経費
（550.3 億円）
54.3％

その他の
経費

（462.7 億円）
45.7％

繰入金
（29.8 億円）
2.9％

諸収入
（24.8 億円）
2.5％
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※端数処理のため構成比が一致しない場合があります。
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０
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＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ	

ン
タ
ー
佐
賀
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト

等
の
開
催
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ー
ノ
ー
マ
ル
型
企
業
誘
致
活
動
に
要
す
る

経
費

☆
リ
ビ
ン
グ
シ
フ
ト
型
企
業
誘
致
推
進
事
業 

［
工

業
振
興
課
］　　
　
　
　
　

 　
　

８
４
６
万
円

・
都
市
圏
か
ら
の
人
の
流
れ
を
創
出
す
る
た
め
の

リ
ビ
ン
グ
シ
フ
ト
型
企
業
誘
致
（
市
内
で
テ
レ	

ワ
ー
ク
を
行
う
都
市
圏
企
業
を
誘
致
す
る
た
め

の
滞
在
費
等
の
補
助
）
に
要
す
る
経
費

☆
工
業
用
水
道
事
業
会
計
繰
出
金 

［
工
業
振
興

課
］　　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

９
１
０
万
円

・
工
業
用
水
道
事
業
会
計
に
対
す
る
一
般
会
計
か

ら
の
繰
出
金 

☆
佐
賀
城
下
栄
の
国
ま
つ
り
開
催
事
業 

［
観
光
振

興
課
］ 　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
１
０
０
万
円

・
佐
賀
城
下
栄
の
国
ま
つ
り
（
第
50
回
記
念
）
の

開
催
に
要
す
る
経
費

★
昇
開
橋
耐
震
診
断
事
業
費
負
担
金 

［
観
光
振
興

課
］　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

３
３
３
万
円

・
公
益
財
団
法
人
筑
後
川

昇
開
橋
観
光
財
団
が
実

施
す
る
昇
開
橋
の
耐
震

診
断
事
業
に
対
す
る
負

担
金

☆
熱
気
球
大
会
開
催
事
業 

［
観
光
振
興
課
］

１
億
６
，
２
０
９
万
円

・
熱
気
球
大
会
の
開
催
に
要
す
る
経
費

☆
中
央
大
通
り
再
生
計
画
推
進
事
業 

［
商
業
振
興

課
］　　
　
　
　
　
　
　
　

  
１
，
２
３
０
万
円

・
中
央
大
通
り
の
賑
わ
い
創
出
に
効
果
的
な
土
地

利
用
の
方
策
お
よ
び
旧
Ｔ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
茶
屋
跡
地

の
活
用
方
針
の
検
討
・
構
築
等
に
要
す
る
経
費

☆
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業 

［
農
業
振
興
課
］

２
，
０
０
０
万
円

・
農
作
物
被
害
防
止
の
た
め
の
有
害
鳥
獣
駆
除
お

よ
び
防
除
対
策
へ
の
支
援
等
に
要
す
る
経
費

☆
多
面
的
機
能
支
払
事
業 

［
農
村
環
境
課
］

６
億
７
，
２
９
４
万
円

・
地
域
共
同
に
よ
る
農
村
環
境
の
保
全
活
動
お
よ

び
長
寿
命
化
対
策
へ
の
補
助
経
費

☆
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
等
防
除
対
策
経
費 

［
農
村
環
境
課
］  

 

３
，
０
０
０
万
円

・
水
路
等
に
お
い
て
大
規
模
に
繁
茂
す
る
特
定
外

来
生
物
（
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
、
ブ
ラ
ジ	

ル
チ
ド
メ
グ
サ
）
の
除
去
・
防
除
に
要
す
る
経

費
☆
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
災
事
業 

［
農

村
環
境
課
］ 

 
 

３
，
１
１
４
万
円

・
防
災
重
点
た
め
池
に
係
る
大
雨
時
の
決
壊
被
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
廃
止
工
事
お
よ
び
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
等
に
要
す
る
経
費

☆
森
林
経
営
管
理
事
業 

［
森
林
整
備
課
］  

５
，
６
１
７
万
円

・
森
林
経
営
管
理
制
度
に
基
づ
く
森
林
整
備
や
森

林
整
備
を
促
進
す
る
た
め
の
人
材
育
成
、
木
材	

の
利
用
促
進
や
普
及
啓
発
に
要
す
る
経
費

☆
漁
港
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業 

［
水

産
振
興
課
］ 

 
 

８
，
８
６
１
万
円

・
佐
嘉
漁
港
に
お
け
る
航
路
の
機
能
回
復
の
た
め

の
堆
積
土
砂
の
し
ゅ
ん
せ
つ
等
に
要
す
る
経
費

☆
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業 

［
農
村
環

境
課
］  

　
　

 

１
億
７
，
６
２
４
万
円

・
令
和
２
年
７
月
豪
雨
等
に
係
る
農
地
・
農
業
用

施
設
災
害
復
旧
経
費
（
過
年
災
）

☆
建
築
物
耐
震
対
策
事
業 
［
建
築
指
導
課
］

４
億
１
，
５
２
７
万
円

建
　
設
　
部

農
林
水
産
部

・
住
宅
等
の
耐
震
診
断
、
耐
震
補
強
設
計
お
よ
び

耐
震
改
修
工
事
な
ら
び
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去

等
に
対
す
る
補
助
経
費

☆
川
副
中
央
幹
線
外
道
路
整
備
事
業 

［
道
路
整
備

課
］ 

 

　
　

 

６
億
９
，
５
０
０
万
円

・
川
副
中
央
幹
線
外
４
路
線
の
整
備
経
費

☆
佐
賀
コ
ロ
ニ
ー
跡
地
開
発
関
連
道
路
・
水
路
整

備
事
業 

［
道
路
整
備
課
・
河
川
砂
防
課
］

１
億
１
，
６
０
９
万
円

・
佐
賀
コ
ロ
ニ
ー
跡
地
に
県
が
開
発
す
る
産
業
団

地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
お
よ
び
排
水
路
整
備
に

要
す
る
経
費

☆
三
溝
線
道
路
整
備
・
歩
道
高
質
化
整
備
・
無
電

柱
化
整
備
事
業 

［
道
路
整
備
課
］

１
億
８
，
８
０
０
万
円

・
三
溝
線
の
道
路
整
備
、
歩
道
の
高
質
化
整
備
お

よ
び
無
電
柱
化
整
備
に
要
す
る
経
費

☆
新
馬
場
通
り
整
備
事
業 

［
道
路
整
備
課
］

３
，
４
３
０
万
円

・
松
原
神
社
参
道
で
あ
る
新
馬
場
通
り
の
高
質
化

の
た
め
の
舗
装
等
の
整
備
に
要
す
る
経
費

★
緊
急
浚
渫
推
進
事
業 

［
河
川
砂
防
課
］

１
，
０
４
４
万
円

・
維
持
管
理
上
重
要
な
河
川
区
間
に
お
け
る
堆
積

土
の
除
去
・
処
分
、
樹
木
の
伐
採
等
に
要
す
る	

経
費	

 

☆
地
蔵
川
改
修
事
業 

［
河
川
砂
防
課
］

５
，
７
５
０
万
円

・
河
川
排
水
機
能
向
上
お
よ
び
浸
水
被
害
軽
減
の

※１　UIJ ターン…大都市圏の居住者が地方に移住する動きの総称のこと。U ターンは出身地に戻る、I ターンは出身地以
　　　　　　外の地方へ移住、J ターンは出身地近くの地方都市に移住を指す。
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保
健
福
祉
部

市
民
生
活
部

★
清
掃
工
場
電
力
利
活
用
調
査
経
費 

［
循
環
型
社

会
推
進
課
］ 

 
 

１
，
１
７
０
万
円

・
固
定
価
格
買
取
制
度
終
了
後
の
清
掃
工
場
に
お

け
る
電
力
利
活
用
方
策
の
調
査
検
討
に
要
す
る	

経
費	

 

★
最
終
処
分
場
埋
立
工
区
整
備
事
業 

［
循
環
型
社

会
推
進
課
］ 

 
 

２
，
７
０
０
万
円

・
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
第
２
工
区
の
施
設
整

備
基
本
構
想
策
定
に
要
す
る
経
費

★
休
止
最
終
処
分
場
廃
止
検
討
経
費 

［
循
環
型
社

会
推
進
課
］ 

 

　
　

 

４
２
５
万
円

・
統
廃
合
に
よ
り
休
止
し
た
最
終
処
分
場
（
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
和
、
富
士
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
、
川
副
・
東
与
賀
清
掃
セ
ン
タ
ー
）
の
早

期
か
つ
適
正
廃
止
に
向
け
た
調
査
に
要
す
る
経

費
☆
ご
み
の
堆
肥
化
等
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
事
業 

［
循

環
型
社
会
推
進
課
］　　
　
　
　

 

９
０
８
万
円

・
家
庭
用
電
動
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
に
対
す

る
補
助
お
よ
び
体
験
型
講
座
等
を
通
じ
た
生
ご

み
の
堆
肥
化
等
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
要
す
る
経

費

☆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金 

［
保
険
年
金

課
］ 

 

　
　

 

２２
億
６
，
１
９
３
万
円

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
対
す
る
一
般
会
計

か
ら
の
繰
出
金 

☆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

［
保
険
年
金
課
］

（
２
６
４
億
２
，
２
９
８
万
円
）

☆
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金 

［
三

瀬
診
療
所
］ 

 
 

２
，
４
５
０
万
円

・
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
に
対
す
る
一

般
会
計
か
ら
の
繰
出
金

☆
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計 

［
三
瀬
診
療

所
］ 

 

　
（
１
億
１
，
１
７
９
万
円
）

☆
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
・
障
害
児
通
所
支

援
事
業 

［
障
が
い
福
祉
課
］７４

億
３
，
９
０
７
万
円

・
障
が
い
者
の
介
護
・
訓
練
サ
ー
ビ
ス
、
障
が
い

児
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
自
立
支
援
医
療
等
の
給	

付
経
費

☆
介
護
用
品
支
給
事
業 

［
高
齢
福
祉
課
］

１
，
７
２
３
万
円

・
要
介
護
３
～
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
在
宅
高
齢
者

へ
の
介
護
用
品
（
紙
お
む

つ
等
）
の
支
給
に
要
す
る

経
費

☆
佐
賀
中
部
広
域
連
合
介
護
保
険
負
担
金 

［
高
齢

福
祉
課
］　　
　
　

  　

3２
億
５
，
１
７
５
万
円

・
佐
賀
中
部
広
域
連
合
が
支
払
う
介
護
給
付
費
に

対
す
る
負
担
金 

☆
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
介
護
予
防
推
進
事
業 

［
高

齢
福
祉
課
］ 

 
 

１
，
６
８
１
万
円

・
高
齢
者
の
医
療
・
介
護
・
健
診
デ
ー
タ
や
高
齢

者
実
態
調
査
に
よ
る
フ※
２

レ
イ
ル
状
態
の
デ
ー
タ	

分
析
お
よ
び
介
護
予
防
等
の
個
別
・
集
団
支
援

に
要
す
る
経
費

☆
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
療
養
給
付
費
負
担

金 

［
保
険
年
金
課
］　  

２６
億
３
，
８
２
６
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
支
払
う
療
養
給

付
費
に
対
す
る
負
担
金

☆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金 

［
保
険
年

金
課
］  

　
　

 

８
億
６
，
０
０
６
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
対
す
る
一
般
会

計
か
ら
の
繰
出
金

☆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計 

［
保
険
年
金
課
］

（
3４
億
４
，
５
２
６
万
円
）

☆
生
活
保
護
費 

［
生
活
福
祉
課
］

５3
億
７
，
５
０
０
万
円

・
被
保
護
世
帯
に
対
す
る
扶
助
費

☆
富
士
大
和
温
泉
病
院
事
業
会
計
繰
出
金 

［
健
康

づ
く
り
課
］　　
　
　

  

３
億
２
，
７
５
０
万
円

・
富
士
大
和
温
泉
病
院
事
業
会
計
に
対
す
る
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
金

★
食
育
推
進
基
本
計
画
策
定
経
費 

［
健
康
づ
く
り

課
］ 

 

　
　
　
　
　
　

 

１
２
１
万
円

☆
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
関
連
事
務
経
費 

［
市
民

生
活
課
］　　
　
　
　

 

１
億
５
，
８
４
４
万
円

・「
安
全
・
安
心
で
利
便
性
の
高
い
デ
ジ
タ
ル
社

会
」
の
基
盤
と
な
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
取
得

促
進
に
要
す
る
経
費	

 

☆
火
葬
場
施
設
等
改
修
事
業 

［
市
民
生
活
課
］

７
６
１
万
円

・
つ
く
し
斎
場
お
よ
び
川
副
葬
祭
公
園
の
耐
震
診

断
に
要
す
る
経
費

環
　
境
　
部

☆
ア
ラ
イ
グ
マ
等
対
策
経
費 

［
環
境
政
策
課
］

４
８
５
万
円

・
生
息
域
を
拡
大
し
て
い
る

特
定
外
来
種
で
あ
る
ア
ラ

イ
グ
マ
の
捕
獲
に
要
す
る

経
費

☆
下
水
道
事
業
会
計
繰
出
金 

［
環
境
政
策
課
］

２8
億
４
，
５
３
６
万
円

・
下
水
道
事
業
会
計
に
対
す
る
一
般
会
計
か
ら
の

繰
出
金

た
め
の
改
修
経
費

★
開
発
許
可
制
度
検
討
事
務
経
費 

［
建
築
指
導

課
］　　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

６
１
６
万
円

・
都
市
計
画
法
改
正
に
伴
い
、
50
戸
連
た
ん
制
度

等
の
適
用
区
域
か
ら
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
を

除
外
す
る
た
め
の
調
査
に
要
す
る
経
費

☆
八
戸
天
祐
線
外
街
路
整
備
事
業 

［
道
路
整
備

課
］ 

　
　
　
　
　
　

２
億
９
，
０
５
５
万
円

・
八
戸
天
祐
線
外
２
路
線
の
整
備
経
費
お
よ
び
街

路
整
備
（
城
内
線
外
）
に
伴
う
県
営
事
業
負
担

金 
 

☆
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事
業 

［
建
築
住

宅
課
］ 　
　
　
　
　
　

３
億
５
，
４
３
６
万
円

・
市
営
住
宅
に
お
け
る
居
住
性
お
よ
び
安
全
性
の

向
上
の
た
め
の
住
戸
改
善
、
外
壁
改
修
等
の
整

備
に
要
す
る
経
費

※ 2　フレイル状態…加齢により心身が老い衰えた状態のこと。
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さが市議会だより第71号（令和3年3月定例会）

行
政
委
員
会

子
育
て
支
援
部

地
域
振
興
部

教
　
育
　
部

☆
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
経
費 
［
子
育
て
総
務
課
］

４
億
６
，
７
９
０
万
円

・
専
用
館
お
よ
び
余
裕
教
室
等
を
活
用
し
た
児
童

ク
ラ
ブ
の
運
営
お
よ
び
民
間
事
業
者
へ
の
運
営

委
託
拡
充
に
要
す
る
経
費	

 

☆
発
達
障
が
い
児
支
援
事
業 

［
子
育
て
総
務
課
］

４
５
１
万
円

・
発
達
障
が
い
が
疑
わ
れ
る
子
ど
も
ま
た
は
発
達

障
が
い
児
に
対
す
る
支
援
に
要
す
る
経
費

☆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
関
連
経
費 

［
保
育
幼
稚

園
課
］  

 

１
０
０
億
５
，
０
７
２
万
円

・
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
、
子
育
て

の
た
め
の
施
設
等
利
用
費
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
等
に
要
す
る
経
費

☆
私
立
保
育
園
等
整
備
助
成
経
費 

［
保
育
幼
稚
園

課
］ 

 

　
　

 

３
億
７
，
７
６
０
万
円

・
教
育
・
保
育
施
設
の
増
改
築
等
を
実
施
す
る
事

業
者
に
対
す
る
整
備
費
用
の
補
助
経
費

・
私
立
保
育
園
等
整
備
事
業
費
補
助
金

　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
債
務

　

負
担
行
為
限
度
額　

２
億
８
，
７
２
１
万
円

☆
公
立
認
定
こ
ど
も
園
整
備
関
連
経
費 

［
保
育
幼

稚
園
課
・
道
路
整
備
課
］１

億
４
，
６
５
１
万
円

☆
過
疎
地
域
活
性
化
対
策
経
費 

［
地
域
政
策
課
］

７
２
８
万
円

・
北
部
中
山
間
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
小
さ
な
拠
点
形
成
等
に
係
る	

検
討
お
よ
び
自
主
的
な
地
域
活
性
化
へ
の
取
り

組
み
に
対
す
る
支
援
に
要
す
る
経
費 

☆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業 

［
協
働
推
進

課
］ 

 
　
　
　
　

 

５
，
８
６
７
万
円

・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
支
援
お
よ
び
活
動

費
助
成
等
に
要
す
る
経
費

☆
公
民
館
施
設
整
備
事
業 
［
公
民
館
支
援
課
］

３
億
６
，
５
１
０
万
円

・
公
民
館
（
６
館
）
の
改
築
に
要
す
る
経
費

☆
ス
ポ
テ
ン
佐
賀
２
０
２
１
開
催
事
業 

［
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
］ 

 
 

１
，
４
０
０
万
円

・
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
連
携
し
て
実
施
す
る

ス
ポ
ー
ツ
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
要
す
る
経
費

★
佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
連
携
事
業
・
サ
ガ
ン
ト
ス

交
流
宣
言
事
業 

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］

４
，
１
２
８
万
円

・
佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
お
よ
び
サ
ガ
ン
鳥
栖
と
の

連
携
・
交
流
に
要
す
る
経
費

☆
富
士
し
ゃ
く
な
げ
湖
ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
競
技
施

設
整
備
事
業 

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］

３
億
７
，
７
６
４
万
円

・
第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
第
23
回
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
た
富
士
し
ゃ
く
な

げ
湖
に
お
け
る
ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
競
技
施
設
の

整
備
に
要
す
る
経
費

☆
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
推
進
事
業
費
［
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
課
］ 

２
，
２
４
９
万
円

・
第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
第
23
回
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
準
備
に
要
す
る
経
費

☆
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク
関
連
文
化
会
館

整
備
事
業 

［
文
化
振
興
課
］１

億
１
，
５
３
０
万
円

・
県
が
実
施
し
て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ

パ
ー
ク
整
備
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
文
化
会
館

の
周
辺
整
備
（
ペ※
３

デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
等
）

に
要
す
る
経
費

　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
債
務

　

負
担
行
為
限
度
額　

２
億
８
，
８
２
６
万
円

☆
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
関
係
経
費 

［
学
校
教
育
課
］

４
億
３
，
３
８
０
万
円

・
小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
維
持

管
理
に
要
す
る
経
費

☆
北
川
副
小
学
校
仮
設
校
舎
設
置
経
費 

［
教
育
総

務
課
］  

　
　
　
　

 
２
，
０
８
８
万
円

・
教
室
不
足
解
消
の
た
め
の
仮
設
校
舎
設
置
に
要

す
る
経
費 

 

☆
兵
庫
小
学
校
校
舎
増
築
事
業 

［
教
育
総
務
課
］

２
億
３
，
９
４
８
万
円

・
教
室
不
足
解
消
の
た
め
の
校
舎
増
築
に
要
す
る

経
費

☆
学
校
大
規
模
改
造
・
改
築
事
業 

［
教
育
総
務

課
］ 

 

　
　

 

６
億
２
，
１
４
８
万
円

・
校
舎
等
の
大
規
模
改
造
（
小
学
校
２
校
）
お
よ

び
改
築
（
中
学
校
１
校
）
に
要
す
る
経
費

☆
東
名
遺
跡
・
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業 

［
文
化
振
興
課
］  

 

６
，
０
１
１
万
円

・
東
名
遺
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
お
よ
び
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
係
る
用
地
取
得
に
要
す

る
経
費

☆
衆
議
院
議
員
選
挙
執
行
費 

［
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
］　　
　
　
　

  

１
億
２
，
４
６
９
万
円

・
任
期
満
了
に
伴
う
衆
議
院
議

員
総
選
挙
お
よ
び
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
に
要
す

る
経
費

☆
市
長
お
よ
び
市
議
会
議
員
選
挙
執
行
費 

［
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
］

２
億
１
，
２
５
６
万
円

・
任
期
満
了
に
伴
う
市
長
お
よ
び
市
議
会
議
員
選

挙
に
要
す
る
経
費

・
第
３
次
食
育
推
進

基
本
計
画
策
定
に

要
す
る
経
費

・
公
立
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
に
要
す
る
経
費 

 

☆
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
事
業（
中
学
生
拡
充
分
） 

［
こ
ど
も
家
庭
課
］　　
　
　

１
，
９
４
９
万
円

・
中
学
生
に
係
る
医
療
費
助
成
拡
充
の
実
施
に
要

す
る
経
費

〔

〕

〔

〕

※ 3　ペデストリアンデッキ…建物と建物を立体的に結ぶ上空通路で、大型の歩行者専用通路を指す。
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今
回
の
補
正
予
算
は
、
緊
急
な

措
置
を
要
す
る
事
業
の
経
費
の
ほ

か
、
決
算
見
込
み
等
に
よ
る
補
正

措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
の
総
額
は
、

約
15
億
５
，
７
０
０
万
円
の
増

額
で
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
約

１
，
３
３
２
億
１
，
８
０
０
万
円

と
な
り
、
前
年
度
同
期
に
比
べ

27
・
１
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な

も
の

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

７
，
１
７
４
万
円

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
者
へ
の

返
礼
品
の
発
送
等
に
要
す
る
経
費

企
業
立
地
支
援
事
業

４
，
７
０
３
万
円

　

企
業
立
地
に
伴
う
補
助
金

　
農
業
用
機
械
整
備
支
援
事
業
（
産

地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
）

１
億
６
，
４
５
８
万
円

　

低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ
ス
を
整

備
す
る
佐
賀
県
農
業
協
同
組
合
に

対
す
る
補
助
経
費

〔
繰
越
明
許
費
〕

水
産
業
強
化
対
策
整
備
事
業

６
億
２
，
６
８
３
万
円

　

ノ
リ
共
同
加
工
施
設
を
整
備
す

る
佐
賀
県
有
明
海
漁
業
協
同
組
合

に
対
す
る
補
助
経
費〔

繰
越
明
許
費
〕

予
防
接
種
経
費

７
，
３
２
２
万
円

　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
日

本
脳
炎
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
等
の

各
種
予
防
接
種
に
要
す
る
経
費

介
護
給
付
費
・
訓
練
等
給
付
費

４
億
３
，
０
０
０
万
円

　

障
が
い
者
の
介
護
・
訓
練
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
給
付
経
費

障
害
児
通
所
支
援
事
業

１
億
１
，
８
０
０
万
円

　

障
が
い
児
へ
の
日
常
生
活
の
基

本
的
動
作
の
指
導
、
集
団
生
活
へ

の
適
応
訓
練
等
を
行
う
通
所
施
設

に
対
す
る
給
付
経
費

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給

付
費

１
億
７
，
２
６
２
万
円

　

公
定
価
格
の
単
価
改
定
お
よ
び

各
種
加
算
の
適
用
等
に
伴
う
給
付

経
費

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
主

体
で
あ
る
佐
賀
県
が
提
示
し
た
標

準
保
険
税
率
に
準
じ
、
佐
賀
市
国

民
健
康
保
険
税
の
税
率
の
改
定
等

を
行
う
も
の
。

体
育
施
設
条
例
の
改
正

　

こ
れ
ま
で
の
久
保
田
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
県
道
の
拡
幅
に
よ
り
機
能
が

制
限
さ
れ
る
た
め
、
近
隣
の
補
助

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
新
た
な
「
佐
賀
市

立
久
保
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
し
て

改
修
し
、
供
用
を
開
始
す
る
こ
と

に
伴
い
、
施
設
の
位
置
お
よ
び
使

用
料
を
定
め
る
も
の
。

「令和２年度一般会計補正予算・条例等」
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

条
例
等
の
主
な
も
の

賛否が分かれた議案等の採決結果
賛成：○　　反対：●　　退席：退　　欠席：欠

政研…政研会　さ…さが未来　共…日本共産党　未…市政未来　市…市民共同　光…光明市政
（川原田裕明議員は議長のため、採決に加わっていません。）

会派等 自　民　市　政　会 自民さが 自民政新会 公明党 社会市民クラブ ネットワーク佐賀 政研 さ 共 未 市 光

氏　名

山
口
　
弘
展

平
原
　
嘉
德

黒
田
　
利
人

中
野
　
茂
康

重
田
　
音
彦

重
松
　
　
徹

久
米
　
勝
博

江
頭
　
弘
美

川
副
龍
之
介

嘉
村
　
弘
和

松
永
　
幹
哉

宮
﨑
　
　
健

西
岡
　
真
一

福
井
　
章
司

堤
　
　
正
之

武
藤
 

恭
博

永
渕
　
史
孝

村
岡
　
　
卓

池
田
　
正
弘

野
中
　
宣
明

中
村
　
宏
志

松
永
　
憲
明

野
中
　
康
弘

富
永
　
明
美

山
下
　
伸
二

山
田
誠
一
郎

久
米
　
勝
也

西
岡
　
義
広

千
綿
　
正
明

白
倉
　
和
子

中
山
　
重
俊

御
厨
　
洋
行

山
下
　
明
子

川
崎
　
直
幸

第１号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

第２号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

第４号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇
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さが市議会だより第71号（令和3年3月定例会）

議案審議結果一覧議案審議結果一覧

※は３月３日に議決、第 35 号と第 61 号は 3 月 23 日、その他は 3 月 11 日に議決

議案番号 議　　案　　名 審査結果

令
和
3
年
度
予
算

1 一般会計予算 総額 1,013 億円 賛成多数
で可決2 国民健康保険特別会計予算 総額 264 億 2,300 万円

3 国民健康保険診療所特別会計予算 総額 1 億 1,200 万円 全会一致で可決

4 後期高齢者医療特別会計予算 総額 34 億 4,500 万円 賛成多数で可決

5 自動車運送事業会計予算（市営バス） 総額 12 億 2,000 万円

全会一致
で可決

6 水道事業会計予算 総額 68 億 3,900 万円

7 工業用水道事業会計予算 総額 1,800 万円

8 下水道事業会計予算 総額 178 億 4,900 万円

9 富士大和温泉病院事業会計予算 総額 17 億 9,500 万円

令
和
2
年
度
補
正
予
算

※ 10 一般会計補正予算（第 12 号） 補正額 6 億 273 万円

※ 11 国民健康保険特別会計補正予算（第６号） 補正額 △ 6,122 万円

※ 12 国民健康保険診療所特別会計補正予算（第２号）

※ 13 後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 補正額 △ 7,677 万円

※ 14 自動車運送事業会計補正予算（第２号）

※ 15 水道事業会計補正予算（第２号）

※ 16 下水道事業会計補正予算（第２号）

※ 17 富士大和温泉病院事業会計補正予算（第３号）

条

　
例

18 手数料条例の改正

19 市税条例の改正

20 国民健康保険条例の改正

21 国民健康保険税条例の改正

22 子どもの医療費の助成に関する条例の改正

23 体育施設条例の改正

一

　
般

24 佐賀県市町総合事務組合規約の変更

25 佐賀市星空学習館の指定管理者の指定 一般社団法人佐賀天文協会

26 市道路線の認定 城北団地北 1 号線ほか 9 路線

27 佐賀駅南口広場整備工事請負契約の締結 株式会社富士建設

28 東与賀小学校校舎大規模改造（建築）工事請負契約の一部変更

29 財産の取得（教育用情報機器）

30 財産の取得（中学校教師用指導書）
専決
処分 31 専決処分（令和 2 年度佐賀市一般会計補正予算（第 11 号）） 全会一致で承認

令和 2 年度
補正予算 ※ 32 一般会計補正予算（第 13 号） 補正額 9 億 5,373 万円

全会一致
で可決

令和 3 年度
補正予算

33 一般会計補正予算（第１号） 補正額 2 億 6,477 万円

34 一般会計補正予算（第２号） 補正額 17 億 5,586 万円

一般 35 財産の処分

人
事

36 公平委員会委員の選任 田中　恵子 全会一致
で同意37 〜 60 農業委員会委員の任命 24 名

委員会
提出議案 61 佐賀市議会会議規則の改正 全会一致で可決
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［
賛
成
少
数
で
否
決
］

▼
75
歳
以
上
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
２
割
化
の
徹

底
審
議
を
求
め
る
意
見
書
案

▼
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る

意
見
書
案

▼
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
導
入
に
向
け
た
民
法
改
正

を
早
急
に
求
め
る
意
見
書
案

　

公
平
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

▽
田
中　

恵
子
氏

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

▽
池
田　

敏
伸
氏　
　

▽
大
園　

敏
明
氏

▽
小
川　

義
美
氏　
　

▽
蒲
原　
　

茂
氏

▽
北
村
タ
ツ
子
氏　
　

▽
北
村　
　

守
氏

▽
田
中　

郁
子
氏　
　

▽
千
綿
文
太
郎
氏

▽
永
渕　
　

昭
氏　
　

▽
中
山　
　

光
氏

▽
野
田　

善
一
氏　
　

▽
野
田　

政
光
氏

▽
野
田　

悦
伸
氏　
　

▽
平
尾　

泰
弘
氏

▽
福
田　

義
弘
氏　
　

▽
藤
野　

兼
治
氏

▽
真
﨑　

英
介
氏　
　

▽
松
尾　

滋
樹
氏

▽
宮
﨑　

和
彦
氏　
　

▽
八
次　
　

正
氏

▽
山
口　

敏
勝
氏　
　

▽
山
田　
　

敦
氏

▽
吉
田　

和
文
氏　
　

▽
吉
原　

直
行
氏

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
、
異 

　
議
な
き
旨
答
申
し
た
。

▽
御
厨　

秀
樹
氏　
　

▽
藤
野　

真
也
氏

▽
栗
原
大
次
郎
氏　
　

▽
大
石　

弥
生
氏

［
全
会
一
致
で
可
決
］

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
差
別
や

偏
見
、
誹
謗
中
傷
の
根
絶
に
関
す
る
決
議

意

見

書

人　

事

決

議

新型コロナウイルス感染症に係る差別や
偏見、誹謗中傷の根絶に関する決議
　本市議会において、次の内容の決議を全会一致で可決しました。
　新型コロナウイルスは、２０２０年１月に日本で
最初の感染者が確認され、その後、全国的に感染が
拡大し、佐賀県においても１１月以降急増した。
　２０２１年に入り、１月８日には１日あたりの感
染者数が全国で７，８６３人と過去最高となり、国
による２度目の緊急事態宣言が発出され、その後、
全国的には徐々に感染者は減少傾向にあるが、本市
においては、２月以降に複数のクラスターの発生が
確認され、市民は感染拡大の防止に細心の注意を払
いながら、社会・経済活動の両立に向け、懸命に取
り組んでいるところである。
　このような中、感染者とその濃厚接触者及びこの
感染症と闘う医療従事者や福祉・介護関係者並びに
その家族が、インターネットやＳＮＳ等の様々な媒体によって、差別や偏見、心無い誹謗中傷
を受けたり、憶測による誤った情報が拡散されるなど、著しくその人権を脅かされている。
　こうした行為は、当事者を深く傷つけるだけでなく、感染者等が萎縮し、濃厚接触者の情報
提供を拒んだり、医療従事者の疲弊による医療体制の崩壊を招くなど深刻な事態につながりか
ねない。
　新型コロナウイルス感染症は、誰もが感染し、誰もが気づかぬうちに周りの人に感染させる
可能性があること、いわれのない誹謗中傷等は決して許されない行為であること、誰もが誹謗
中傷等の加害者にも被害者にもなり得ることを市民一人ひとりが十分に認識した上で、冷静に
行動することが求められている。
　今後、ワクチン接種が段階的に実施されていく予定であるが、そのスケジュールが不透明な
こと、全国的に接種を希望しない人が２割を超えている現状もあることから、まだまだ予断を
許さない状況にある。
　よって、本市議会は、より一層の感染防止策を広く訴えていくとともに、新型コロナウイル
スの感染者等に係るいわれのない差別や偏見、誹謗中傷の根絶に向けて全力を挙げて取り組ん
でいく決意をここに示すものである。

　以上、決議する。

　　令和３年３月２３日
佐　賀　市　議　会　　
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さが市議会だより第71号（令和3年3月定例会）

〔
質
問
〕
ど
の
よ
う
な
番
組
か
。

〔
答
弁
〕
今
回
招
致
す
る
番
組
は
「
新
・
Ｂ
Ｓ
日

本
の
う
た
」
と
い
う
音
楽
番
組
で
、
日
本
の
定

番
と
も
い
う
べ
き
名
曲
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ

る
。

〔
質
問
〕
予
算
計
上
の
経
緯
と
内
訳
は
。

〔
答
弁
〕
新
佐
賀
放
送
会
館
が
中
心
市
街
地
に
建

設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
放
送
を
招
致
し
、

佐
賀
市
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
番
組
収
録
会
場
の
設
営
や
運
営
に
要
す

る
経
費
等
を
計
上
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
医
療
分
に
お
い
て
、
県
が
提
示
し
た

標
準
税
率
に
な
ら
え
ば
均
等
割
額
は
７
３
０
円

下
が
る
が
、
５
０
０
円
し
か
下
げ
て
い
な
い
。

こ
の
理
由
は
何
か
。

〔
答
弁
〕
県
が
標
準
税
率
を
示
し
、
そ
の
後
市

町
が
対
応
す
る
か
判
断
し
て
い
る
。
税
率
を
引

き
下
げ
た
理
由
は
、
国
交
付
金
と
決
算
剰
余
金

が
増
加
し
た
た
め
で
あ
る
。
下
げ
幅
は
、
今
後

の
医
療
費
の
動
向
等
を
勘
案
し
て
決
め
て
い

る
。 総　

　

務

文
教
福
祉

一
般
会
計
予
算
中
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
放

送
公
開
番
組
関
連
経
費

佐
賀
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

常
任
委
員
会

〔
質
問
〕
番
組
を
通
し
て
、
佐
賀
市
の
魅
力
を

ど
の
程
度
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
考
え
る
か
。

〔
答
弁
〕
他
市
で
開

催
さ
れ
た
番
組
で

は
、
地
元
の
子
ど
も

合
唱
団
等
が
番
組
に

参
加
す
る
演
出
が
な

さ
れ
て
い
た
。
今
後

の
協
議
で
、
市
の
魅

力
発
信
に
つ
な
が
る

演
出
を
少
し
で
も
多

く
取
り
入
れ
た
い
。

〔
質
問
〕
助
成
対
象
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
難
し
い
と
一
般
質
問
で
の
答
弁
だ
っ
た

が
、決
定
ま
で
の
経
過
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

〔
答
弁
〕
こ
れ
ま
で
、
一
般
質
問
の
際
、
予
算

的
に
厳
し
い
の
で
十
分
に
検
討
し
て
進
め
て
い

く
と
答
弁
し
て
き
た
が
、
助
成
対
象
を
拡
大
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
県
内
市
町
や
九
州
県
都

等
の
動
き
も
調
査
し
、
機
会
あ
る
ご
と
に
経
費

の
試
算
を
行
う
な
ど
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

　

市
民
の
方
か
ら
要
望
も
い
た
だ
い
た
こ
と
も

あ
り
、
来
年
度
予
算
を
検
討
す
る
中
で
、
コ
ロ

〔
質
問
〕
年
代
別
ま
た
は
地
域
別
の
選
挙
啓
発

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

〔
答
弁
〕
小
学
生
に
選
挙
期
日
に
関
す
る
チ
ラ

シ
等
を
配
布
し
、
家
庭
で
選
挙
の
意
義
に
つ
い

て
話
題
に
し
て
も
ら
い
、
将
来
的
に
自
ら
投
票

に
行
く
意
識
付
け
に
つ
な
げ
た
い
。ま
た
、ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
上
で
動
画
を
再
生
す
る
と
表
示
さ
れ

る
広
告
を
掲
載
し
、
啓
発
を
行
い
た
い
。
さ
ら

に
、
現
在
は
佐
賀
大
学
の
み
に
設
置
し
て
い
る

期
日
前
投
票
所
を
他
大
学
に
広
げ
る
た
め
、
各

大
学
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。
一
方
、
富
士
町

〔
質
問
〕
予
約
受
付
の

際
に
、
電
話
受
付
だ
け

で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る

な
ど
、
何
か
工
夫
が
必

要
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
予
約
受
付
は
、

電
話
受
付
に
加
え
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
用
し
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ウ
ェ
ブ
上
で
予
約
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
例
え
ば
聴
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
Ｆ

Ａ
Ｘ
受
付
や
接
種
会
場
で
の
手
話
通
訳
対
応
な

ど
、
障
が
い
者
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

〔
答
弁
〕
聴
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
予

約
な
ど
検
討
し
て
い
る
。
予
約
手
続
き
や
接
種

会
場
に
お
い
て
も
、
な
る
べ
く
ス
ム
ー
ズ
に
接

種
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条

例
の
制
定
を
!!
（
文
教
福
祉
委

員
会
が
市
長
へ
調
査
報
告
）

ナ
禍
に
お
い
て
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
に
少

し
で
も
な
れ
ば
と
の
思
い
で
、
来
年
１
月
か
ら

実
施
し
た
い
と
の
判
断
と
な
っ
た
。

の
一
部
地
域
で
設
置
し
て
い
る
移
動
期
日
前
投

票
所
に
つ
い
て
は
、
地
域
間
の
公
平
性
を
担
保

し
な
が
ら
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

〔
質
問
〕
期
日
前
投
票
所
を
大
型
商
業
施
設
に

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

〔
答
弁
〕
投
票
率
を
向
上
さ
せ
る
点
で
は
有
効

だ
と
思
う
が
、
駐
車
場
の
確
保
が
困
難
で
あ
る

こ
と
や
、
商
業
施
設
の
営
業
に
支
障
が
出
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
置
は
困
難
と
考
え

る
。
ま
た
、
一
度
設
置
す
れ
ば
、
継
続
し
て
設

置
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
課

題
や
他
市
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た

い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
可
決

ま
た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

佐
賀
市
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
改
正

同
予
算
中
、
選
挙
啓
発
経
費

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
経
費

佐賀市議会 HP
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〔
質
問
〕
昨
年
の
附
帯
決
議
で
は
、
新
規
狩
猟

者
の
掘
り
起
こ
し
を
大
き
な
課
題
と
し
て
い
た

と
思
う
が
、
予
算
案
は
新
規
狩
猟
者
が
出
て
き

た
場
合
の
補
助
に
し
か
見
え
な
い
。
新
規
狩
猟

者
を
掘
り
起
こ
す
た
め
の
予
算
が
全
く
つ
い
て

い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
狩
猟
を
行
う
に
は
保
険
の
加
入
も
必

要
で
あ
る
が
、
猟
友
会
に
入
る
と
保
険
代
が
比

較
的
安
く
な
る
。
ま
た
、
狩
猟
期
に
は
毎
年
狩

猟
登
録
が
必
要
だ
が
、
猟
友
会
に
入
れ
ば
、
市

〔
質
問
〕
昨
年
度
よ
り
予
算
を
増
額
し
て
い
る

の
か
。

〔
答
弁
〕
令
和
２
年
度
は
９
月
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
た
補
正
予
算
を
含
め
、
２
６
０
万
円

を
予
算
措
置
し
た
が
、
申
請
件
数
が
多
く
、
令

和
２
年
12
月
に
は
予
算
が
な
く
な
る
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
の
補
助

金
申
請
の
相
談
も
す
で
に
あ
っ
て
い
る
た
め
、

令
和
３
年
度
は
令
和
２
年
度
当
初
予
算
よ
り

経
済
産
業

建
設
環
境

一
般
会
計
予
算
中
、
有
害
鳥
獣
駆
除

対
策
事
業

一
般
会
計
予
算
中
、
カ
ラ
ス
被
害
防

止
ネ
ッ
ト
購
入
費
補
助
金

常
任
委
員
会

が
登
録
費
用
の
助
成
を
行
う
。
こ
の
た
め
、
新

規
で
免
許
取
得
を
考
え
る
方
に
対
し
て
は
、
そ

う
い
っ
た
利
点
を
広
報
す
る
必
要
が
あ
る
。

〔
質
問
〕
そ
れ
は
あ
く
ま
で
検
討
し
て
い
る
人

に
向
け
て
の
発
信
で
は
な
い
の
か
。
そ
う
で
は

な
く
て
、
新
規
狩
猟
者
を
掘
り
起
こ
す
た
め
の

方
策
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

〔
答
弁
〕
新
規
の
掘
り
起
こ
し
は
非
常
に
重
要

だ
と
考
え
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報
な

ど
で
新
規
狩
猟
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
周

知
し
て
い
き
た
い
。

〔
質
問
〕
例
え
ば
、
新
た
な
人
を
紹
介
し
た
ら

何
ら
か
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、

新
規
狩
猟
者
の
開
拓
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
方
策
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

〔
答
弁
〕
猟
友
会
と
定
期
的
に
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
、
新
た

な
狩
猟
者
の
掘

り
起
こ
し
に
つ

い
て
積
極
的
に

検
討
し
て
き
た

い
。

〔
質
問
〕
新
規
事
業
の
取
り
組
み
や
事
業
の
拡

充
を
す
る
割
に
は
、
予
算
総
額
が
今
年
度
か
ら

60
万
円
増
額
し
て
計
上
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
令
和
３
年
度
の
途
中
で
予
算
が
不
足

し
た
場
合
、補
正
予
算
を
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

〔
答
弁
〕
カ
ラ
ス
被
害
の
防
止
対
策
に
つ
い
て

は
、こ
の
補
助
事
業
だ
け
で
な
く
、ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
管
理
や
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
の
下
に
黒
い

シ
ー
ト
を
被
せ
る
な
ど

の
対
策
方
法
を
周
知
し

な
が
ら
、
総
合
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
ま

ず
は
、
そ
れ
ら
に
取
り

組
ん
で
か
ら
補
正
予
算

に
つ
い
て
は
考
え
て
い

き
た
い
。

考
慮
し
た
上
で
計
画
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

〔
答
弁
〕
こ
の
地
区
は
令
和
元
年
も
県
道
付
近

で
浸
水
被
害
に
遭
い
、
そ
の
対
応
と
し
て
、
令

和
２
年
に
嘉
瀬
川
の
西
側
に
あ
る
右
岸
幹
線
水

路
の
障
害
物
の
撤
去
や
東
平
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ

と
い
っ
た
排
水
対
策
が
行
わ
れ
た
。
今
後
は
、

大
和
中
央
公
園
内
に
調
整
池
等
を
整
備
す
る
こ

と
で
さ
ら
な
る
排
水
対
策
に
努
め
た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
調
整
池
の
大
き
さ
は
十
分
な
の
か
。

〔
答
弁
〕
佐
賀
県
が
開
発
区
域
内
の
調
整
池
を

整
備
し
、
本
市
は
川
上
地
区
の
浸
水
軽
減
を
図

る
た
め
の
調
整
池
を
大
和
中
央
公
園
の
区
域
内

に
計
画
し
て
い
る
。
今
回
の
調
整
池
だ
け
で
浸

水
問
題
が
全
て
解
決
す
る
と
は
考
え
て
お
ら

ず
、
水
路
の
障
害
物
除
去
や
し
ゅ
ん
せ
つ
な
ど

を
含
め
た
総
合
的
排
水
対
策
を
考
え
て
い
る
。

〔
意
見
〕
こ
の
地
区
は
浸
水
し
や
す
い
地
域
と

聞
く
。
産
業
団
地
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、
排
水
能

力
に
更
に
負
担
が
か
か
る
た
め
、
そ
の
こ
と
を

大
き
く
増
え
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

〔
答
弁
〕
農
作
物
被
害
軽
減
の
た
め
に
必
要
な

額
を
予
算
化
し
た
つ
も
り
で
あ
り
、
来
年
度
事

業
は
自
衛
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
を
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
今
ま
で
市
で
十
分
で
な

か
っ
た
部
分
で
あ
り
、
先
進
事
例
な
ど
を
調
査

し
た
結
果
、
駆
除
や
防
除
だ
け
で
は
な
か
な
か

被
害
を
軽
減
で
き
ず
、
集
落
対
策
に
も
力
を
入

れ
る
べ
き
だ
と
判
断
し
た
た
め
、
そ
の
予
算
を

計
上
し
て
い
る
。
捕
獲
と
自
衛
活
動
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
や
っ
て
い
く
こ
と
で
、
農
作
物
被
害
を

で
き
る
だ
け
軽
減
し
て
い
き
た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

同
予
算
中
、
佐
賀
コ
ロ
ニ
ー
跡
地
開
発
関
連
水

路
整
備
事
業
及
び
川
上
地
区
調
整
池
整
備
事
業
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さが市議会だより第71号（令和3年3月定例会）

 議会からの意見にどう対処するの？
 ～議会の附帯決議に対して、市長から対処方針等が報告されました～

  令和元年度決算議案に係る議会からの附帯決
議に対して、令和3年2月10日に市長から議長に
対処方針等の報告書が提出されました。
　附帯決議とは、市長から提出された予算や条
例などの議案に対して、その執行に当たっての
議会としての意見や要望等をあらわすもので
す。
　法的な拘束力はありませんが、市長は議会か
らの意見を尊重する政治的・道義的な責任を負
うものです。
　対処方針等の報告内容については、議会ホー
ムページの「市議会からのお知らせ（2月15日
掲載）」をご覧ください。

左：秀島市長、中：川原田議長、右：嘉村副議長

議会ホームページ

佐賀市議会

特
別
委
員
会

 

１
月
25
日
開
催

３
月
２
日
開
催

〔
質
問
〕バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
に
つ
い
て
、

政
府
が
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
と
の
目
標
を

掲
げ
た
が
、
こ
れ
を
受
け
て
、
市
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
は
、
国
が

宣
言
し
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
一
つ
の

要
素
だ
と
考
え
て
お
り
、
佐
賀
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
の
「
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
27
％
」
を
早
期
に
実
現
し
、

ま
た
、「
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
80
％
」
を
削
減
１
０
０
％
に
変
更
す
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
る
か

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〔
説
明
〕
こ
れ
ま
で
21
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
事
業
用

地
は
株
式
会
社
ア
ル
ビ
ー
タ
に
売
却
す
る
と
説

明
し
て
き
た
が
、
売
却
先
を
株
式
会
社
セ
ン

タ
ー
ウ
エ
ス
ト
に
変
更
し
た
い
と
の
申
し
入
れ

が
あ
っ
た
。
調
査
の
結
果
、
セ
ン
タ
ー
ウ
エ
ス

ト
社
は
売
買
契
約
の
相
手
方
と
し
て
問
題
は
な

く
、
ア
ル
ビ
ー
タ
社
の
事
業
に
も
影
響
は
な
い

と
判
断
し
、
セ
ン
タ
ー
ウ
エ
ス
ト
社
と
売
買
契

約
を
締
結
し
た
い
。
な
お
、
売
却
後
の
事
業
用

地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
事
業
用
地
を
４
区
画

に
分
割
し
、
そ
の
う
ち
２
区
画
は
ア
ル
ビ
ー
タ

社
の
藻
類
培
養
の
た
め
の
施
設
を
契
約
後
か
ら

段
階
的
に
整
備
し
、
残
り
の
２
区
画
に
つ
い
て

は
、
時
期
は
未
定
だ
が
、
他
社
と
の
協
議
が
整

い
次
第
、整
備
す
る
こ
と
を
想
定
さ
れ
て
い
る
。

〔
質
問
〕
第
３
区
画
、
第
４
区
画
に
つ
い
て
は

き
ち
ん
と
活
用
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
少
な
く
と
も
２
年
以
内
に
事
業
に
着
手

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、
覚
書
な
ど
で
約
束
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
２
年
以
内
に
全
区
画
の
活
用
を
求
め

る
こ
と
は
、
か
な
り
厳
し
い
条
件
で
あ
る
。
こ

の
事
業
は
、
佐
賀
市
に
藻
類
産
業
を
呼
び
込
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
ア
ル
ビ
ー
タ

社
の
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
体
制
を

と
っ
て
応
援
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
、
売
買

契
約
を
先
に
締
結
し
、
そ
の
後
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
一
緒
に
考
え
、
行
動
し
て
い
き
た
い
。

〔
質
問
〕
二
酸
化
炭
素
分
離
回
収
事
業
は
、
こ

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市

　
　

調
査
特
別
委
員
会
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２
月
10
日
開
催

〔
説
明
〕
佐
賀
駅
北
口
の
駅
前
広
場
は
、
全
て

の
工
事
の
完
了
が
令
和
３
年
４
月
末
の
予
定
で

あ
り
、
当
初
の
予
定
か
ら
１
カ
月
程
度
の
遅
れ

が
生
じ
て
い
る
。
南
口
広
場
に
つ
い
て
は
、
規

模
の
大
き
な
屋
根
の
設
置
を
含
め
、
令
和
４
年

12
月
中
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

　

市
道
三
溝
線
に
つ
い
て
は
、
ア
パ
ホ
テ
ル
の

一
つ
北
の
交
差
点
ま
で
の
道
路
改
良
工
事
と
、

１
工
区
を
除
く
、
車
道
と
歩
道
の
舗
装
工
事
を

行
っ
て
お
り
、
現
在
、
植
栽
の
木
の
種
類
や
間

隔
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
６

月
末
の
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。
電
線
の
地
中

化
に
関
し
て
は
、
５
月
末
に
無
電
柱
化
未
整
備

区
間
の
詳
細
設
計
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、

７
月
か
ら
道
路
東
側
の
電
線
共
同
溝
の
整
備
を

行
い
た
い
。
ま
た
、
三
溝
公
民
館
の
隣
接
地
な

ど
３
カ
所
に
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
整
備
し
た

い
。

　

佐
賀
駅
南
口
の
県
道
佐
賀
停
車
場
線
の
道
路

空
間
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
試
行
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
３
月
12
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で

の
３
日
間
、
東
側
の
車
道
を
1
車
線
に
し
て
歩

道
が
拡
幅
さ
れ
た
後
の
疑
似
的
な
空
間
を
つ
く

り
、
来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
社

会
実
験
を
行
い
た
い
。

　

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク
と
の
連
携
に

つ
い
て
は
、
文
化
会
館
と
の
接
続
部
分
に
幅
４

㍍
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
を
整
備
す
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
通
行
の
安
全
性
確
保
と
駐

車
場
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
ロ
ー
タ

リ
ー
や
文
化
会
館
を
周
回
す
る
道
路
の
整
備
、

さ
ら
に
、
施
設
景
観
の
向
上
と
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
の
文
化
会
館
広
場
の
整
備
や
駐
車

場
の
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
整
備
は
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー

ク
の
整
備
完
了
予
定
で
あ
る
令
和
４
年
度
末
の

整
備
完
了
を
目
指
し
た
い
。

〔
質
問
〕
北
口
お
よ
び
南
口
の
駅
前
広
場
に
整

備
さ
れ
る
障
が
い
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
１
カ

所
ず
つ
と
い
う
方
針
に
変
更
は
な
い
の
か
。

〔
答
弁
〕
全
体
の
駐
車
台
数
が
少
な
く
な
る
こ

と
や
県
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

長
時
間
の
駐
車
を
想
定
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
最
終
的
に
１
台
と
し
た
。

〔
質
問
〕
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
で
は
ど
の
程
度

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
歩

く
か
と
い
う
想
定
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
完
成
か
ら

６
年
後
に
は
、Ｖ
リ
ー
グ
年
間
30
試
合
、Ｂ
リ
ー

グ
年
間
24
試
合
、
コ
ン
サ
ー
ト
年
間
16
回
、
そ

の
他
の
イ
ベ
ン
ト
10
回
程
度
の
開
催
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
歩
く
人
数
の

想
定
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
県
の
方
に
確
認
を

行
っ
て
い
る
。

〔
意
見
〕 
整
備
し
た
後
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ

う
、
事
前
に
計
画
を
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。
県

と
連
携
し
十
分
に
検
討
を
行
っ
て
も
ら
い
た

い
。

〔
現
地
視
察
〕 

佐
賀
駅
南
口
暫
定
駐
車
場
の
西
側

出
入
口
に
設
置
し
て
い
る
ポ
ー
ル
を
動
か
す
な

ど
を
行
い
、
利
用
者
が
心
理
的
に
広
く
感
じ
ら

れ
る
よ
う
改
修
を
行
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
た

た
め
、
現
地
視
察
を
実
施
。

〔
意
見
〕  

佐
賀
駅
南
口
暫
定
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
県
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
障
が
い

者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
１
台
不
足
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
、
当
初
か
ら
設
置
さ
れ
て

い
る
５
台
分
と
は
別
の
場
所
に
２
台
分
が
新
設

さ
れ
た
が
、
利
用
者
の
こ
と
を
考
え
る
と
１
か

所
に
集
約
す
べ
き
な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
今
回

改
め
て
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
執
行
部
に
は
再

度
検
討
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

佐
賀
駅
周
辺
整
備
調
査

特
別
委
員
会

佐賀駅南口暫定駐車場視察の様子

の
21
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
事
業
用
地
を
活
用
し
、
10

ト
ン
の
二
酸
化
炭
素
の
使
用
量
を
見
込
ん
で
整

備
し
た
が
、
事
業
用
地
の
半
分
で
事
業
を
展
開

し
て
も
使
用
量
は
０
・
５
ト
ン
程
度
と
見
込
ま

れ
る
。
二
酸
化
炭
素
分
離
回
収
事
業
の
事
業
計

画
は
大
幅
に
変
わ
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
事
業
の
延
長
と
し
て
取
り
組
む
と
い
う
考
え

は
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
ア
ル
ビ
ー
タ
社
の
事
業
計
画
に
合
わ

せ
て
二
酸
化
炭
素
の
回
収
装
置
を
建
設
し
た
が
、

当
初
の
計
画
ほ
ど
二
酸
化
炭
素
を
必
要
と
し
な

く
な
っ
た
。
一
方
で
、
Ｊ
Ａ
な
ど
が
清
掃
工
場

周
辺
に
進
出
し
二
酸
化
炭
素
を
活
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
な
ど
、
当
初
に
想
定
し
て
い

た
状
況
よ
り
大
分
違
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
改
め
て
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
現
在
、
企
業
と
二
酸
化
炭
素
の

液
化
に
つ
い
て
協
議
中
で
あ
り
、
協
議
が
整
え

ば
10
ト
ン
の
二
酸
化
炭
素
を
全
て
使
用
す
る
計

画
が
立
て
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

〔
意
見
〕
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
基
に
し
た
計
画

で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
作
り
変
え
、
報
告
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

〔
答
弁
〕
二
酸
化
炭
素
の
液
化
に
つ
い
て
は
今

後
の
課
題
と
考
え
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
形
で

液
化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
調
査
し
、

来
年
度
中
に
ま
と
め
て
い
き
た
い
。
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１
月
22
日
開
催

〔
説
明
〕
水
害
時
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、

毎
年
、
河
川
巡
視
等
を
行
い
、
浸
水
対
策
や
市

内
の
危
険
個
所
等
の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
浸
水
情
報
や
避
難
所
に
関
す
る
情

報
を
市
民
に
分
か
り
や
す
く
提
供
し
て
人
的

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
対
象
地
区
へ
の
全
戸
配
布
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
を
行
っ
た
。
避
難
情
報
等
を
市
民

へ
確
実
に
伝
達
す
る
た
め
に
、「
さ
が
ん
メ
ー

ル
」
や
防
災
行
政
無
線
な
ど
様
々
な
手
段
で
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
る
が
、
登
録
者
数
が
少
な

い
た
め
、
引
き
続
き
周
知
を
徹
底
し
、
こ
れ
ら

の
情
報
伝
達
媒
体
を
利
用
し
て
積
極
的
に
情
報

収
集
を
行
う
よ
う
啓
発
を
行
う
。
こ
の
ほ
か
、

災
害
に
関
す
る
情
報
を
正
確
、
迅
速
に
市
民
に

伝
達
す
る
た
め
の
防
災
総
合
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
災
害
発
生
時
に
市
民
の
生
命
、
財
産
が

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
地
域
を
重

点
的
に
整
備
し
て
い
る
。
次
に
、
校
区
自
主
防

災
組
織
が
市
内
32
校
区
中
21
校
区
で
結
成
さ

れ
、
単
位
自
治
会
で
結
成
さ
れ
た
数
を
合
わ
せ

る
と
、
結
成
率
は
77
・
81
％
で
あ
る
が
、
自
主

防
災
組
織
が
未
結
成
の
地
域
が
あ
る
こ
と
や
活

動
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
組
織
も
あ
る
た

め
、
自
主
防
災
組
織
の
研
修
会
や
出
前
講
座
な

ど
を
通
じ
て
、
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性
、
活

動
内
容
等
の
啓
発
を
行
う
。
大
規
模
災
害
時
の

避
難
所
運
営
に
は
住
民
参
加
が
不
可
欠
で
あ
る

た
め
、
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
検
討
す
る
。

〔
質
問
〕
河
川
の
水
位
や
道
路
の
浸
水
状
況
を

確
認
す
る
た
め
の
監
視
カ
メ
ラ
が
現
在
47
台
あ

り
、
今
後
５
台
を
増
設
予
定
だ
が
、
こ
れ
ら
は

全
て
市
民
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
監
視
カ
メ
ラ
の
ほ
と
ん
ど
が
樋
門
の

状
況
や
そ
の
周
辺
の
水
の
状
況
を
見
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
た
め
、
市
民
に
常
時
公
開
し
て
い

る
の
は
47
台
の
う
ち
６
台
で
、
こ
れ
に
加
え
て

災
害
体
制
時
は
21
台
で
あ
る
。
今
後
増
設
予
定

の
５
台
も
樋
門
操
作
用
を
想
定
し
て
い
る
が
、

既
存
の
分
も
含
め
、
市
民
へ
の
公
開
に
つ
い
て

は
、
要
望
等
も
踏
ま
え
て
今
後
検
討
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
浸
水
標
尺
を
設
置
し
、
現
在
、
13

カ
所
を
テ
レ
メ
ー
タ
化
し
て
、
市
役
所
内
で
浸

水
状
況
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ

れ
を
映
像
で
は
な
い
が
、
市
民
に
お
知
ら
せ
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

〔
質
問
〕
自
主
防
災
組
織
の
結
成
率
は
、
単
位

自
治
会
で
の
組
織
結
成
率
が
基
本
と
考
え
る
。

校
区
の
防
災
訓
練
に
参
加
さ
れ
る
の
は
自
治
会

長
や
３
役
く
ら
い
で
あ
り
、
単
位
自
治
会
で
自

主
防
災
組
織
を
結
成
し
た
ほ
う
が
、
防
災
活
動

の
普
及
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
単
位
自
治
会
で
自
主
防
災
組
織
を
作
っ

た
ほ
う
が
有
効
性
は
高
い
と
考
え
る
。
広
域
的

に
対
応
す
る
も
の
や
、
狭
い
範
囲
で
近
く
の
人

を
助
け
る
な
ど
様
々
な
対
応
が
あ
る
た
め
、
校

区
自
治
会
だ
け
な
く
、
単
位
自
治
会
に
も
結
成

に
向
け
た
啓
発
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

〔
質
問
〕
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
や
「
さ
が

ん
メ
ー
ル
」
の
登
録
な
ど
を
、
自
主
防
災
組
織

の
日
常
活
動
と
し
て
市
民
に
働
き
か
け
れ
ば
効

果
が
上
が
る
と
考
え
る
が
、
自
主
防
災
組
織
と

の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
例
え
ば
、
大
地
震
が
起
き
た
場
合
に
、

市
職
員
が
救
助
に
行
っ
た
り
支
援
物
資
を
送
れ

な
い
場
合
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
場
合
は
、

地
域
の
自
主
防
災
組
織
で
行
う
助
け
合
い
や
避

難
所
運
営
な
ど
の
活
動
が
重
要
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
今
後
は
災
害
に
備
え
た
自
主
防

災
組
織
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

水
害
対
策
調
査
特
別
委

員
会

佐賀市議会　６月定例会のお知らせ
６月１日（火）午前１０時開会（予定）

※会期日程等については、定例会開会日に正式決定し、ホームページでお知らせします。

※市内外のどなたでも傍聴することができます。

　車椅子での傍聴もできますし、文字情報モニターや補聴器もあります。

※常任委員会や特別委員会も傍聴できますので、ぜひおいでください。
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３
月
11
日
㈭

３
月
12
日
㈮

人
口
減
少
対
策
の

　
　

更
な
る
推
進
を
！

か
わ
そ
え
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
思
い
を
大
切
に

次
期
市
長
選
に
向
け
た

市
長
の
考
え
は
！

久
米　

勝
也
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佐
賀
）

白
倉　

和
子
（
さ
が
未
来
）

山
口　

弘
展
（
自
民
市
政
会
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
で
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
テ
レ
ワ
ー
ク
が
急
速
に
普

及
し
、
地
方
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、
本

市
も
こ
れ
を
移
住
促
進
の
契
機
と
捉
え
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
移
住
・
定
住
政

策
及
び
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
推
進
を
強
化

す
べ
き
と
思
う
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

合
併
後
の
平
成
22
年
に
開
設
さ
れ
た
「
か

わ
そ
え
佐
賀
田
園
の
郷
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
は
支

所
の
建
て
替
え
と
同
時
に
無
く
す
と
の
こ
と

だ
が
、
一
堂
に
集
ま
っ
た
作
品
を
生
か
し
き

れ
な
い
の
は
佐
賀
の
文
化
振
興
の
観
点
か
ら

も
禍
根
を
残
す
。
①
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
評
価
は

②
存
続
要
望
を
受
け
て
の
感
想
と
対
応
策
は
。

　

①
次
期
市
長
選
へ
向
け
た
市
長
の
考
え
は

②
現
時
点
で
後
継
者
は
い
る
の
か
③
次
期
市

長
に
託
し
た
い
こ
と
は
④
市
長
の
思
い
を
継

承
し
て
く
れ
る
候
補
者
が
現
れ
れ
ば
応
援
す

る
こ
と
は
あ
る
の
か
⑤
任
期
ま
で
あ
と
半
年
、

市
政
が
不
安
定
と
な
ら
ぬ
よ
う
最
後
ま
で
職

務
を
全
う
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

答
弁　

社
会
情
勢
の
変
化
や
、
働
き
方
、

暮
ら
し
方
に
対
す
る
人
々
の
意
識
の
変
化

は
、
仕
事
や
人
を
呼
び
込
む
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
て
お
り
、
佐
賀
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
見
直
し
、
移
住
・

定
住
策
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

雇
用
創
出
、
子
育
て
支
援
、
良
好
な
住
環

境
の
確
保
、
公
共
交
通
の
充
実
、
移
住
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
に
よ
る
広
報
な
ど
全

庁
を
挙
げ
て
実
施
し
、
ま
た
、
中
山
間
地

域
に
お
い
て
は
、
地
域
自
ら
が
将
来
を
見

据
え
た
取
り
組
み
を
持

続
で
き
る
よ
う
後
押
し

し
て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
投
票
率
向

上
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て

　

答
弁　

①
川
副
町
ゆ
か
り
の
画
家
の
先

生
方
の
作
品
鑑
賞
や
市
民
の
作
品
発
表
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
、
気
軽
に
文
化
芸
術

に
触
れ
る
場
を
提
供
し
て
き
た
と
認
識
し

て
い
る
②
要
望
書
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
存

続
を
強
く
願
う
熱
い
思
い
を
感
じ
た
。
作

品
を
一
堂
に
展
示
で
き
る
場
所
は
ま
だ
見

つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
先
生
方
の
意
向
を

確
認
し
な
が
ら
可
能
な
限
り
市
有
施
設
へ

の
展
示
が
で
き
る
検
討
を
進
め
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
玄
海
原
発
災
害
の
佐
賀
市
の

対
応
／
ひ
と
り
親
家

庭
・
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
の
現
物
給

付
化
に
向
け
て

　

答
弁　

①
や
り
残
し
た
部
分
は
次
の
方

に
引
き
継
ぎ
、
今
回
限
り
で
引
か
せ
て
い

た
だ
く
と
い
う
思
い
で
あ
る
②
今
の
と
こ

ろ
い
な
い
③
1
つ
目
に
排
水
対
策
、
水
害

に
つ
い
て
、
2
つ
目
に
バ
イ
オ
マ
ス
関
係
、

3
つ
目
に
発
達
障
が
い
関
係
、
4
つ
目
に

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
と
の
連
携
で
あ
る
④

基
本
的
に
引
く
者
が
後
に
縛
り
を
か
け
る

べ
き
で
は
な
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
お

り
、
今
の
と
こ
ろ
そ
う
い
う
考
え
は
な
い

⑤
気
が
緩
み
、
だ
ら
け
て
し
ま
う
よ
う
な

こ
と
に
な
る
と
次
の
方

に
対
し
て
も
失
礼
に
な

る
の
で
、
空
白
を
作
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
精

い
っ
ぱ
い
力
を
尽
く
し

た
い
。

一般質問

「市政 ここが 聞きたい」

議会動画配信



17

さが市議会だより第71号（令和3年3月定例会）

３
月
12
日
㈮

売
茶
翁
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
せ
よ
！

ゲ
ー
ム
障
が
い
と

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
関
連
は

市
役
所
Ｓ
Ｌ
に

「
無
限
」
プ
レ
ー
ト
を
‼

若
年
層
の
投
票
率

　
　

向
上
の
実
現
を
‼

福
井　

章
司
（
自
民
政
新
会
）

江
頭　

弘
美
（
自
民
さ
が
）

御
厨　

洋
行
（
市
政
未
来
）

永
渕　

史
孝
（
自
民
政
新
会
）

　

①
売
茶
翁
の
功
績
や
文
化
的
資
産
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
で
売
茶

翁
を
演
じ
た
石
橋
蓮
司
氏
と
の
対
談
企
画
を

行
う
な
ど
売
茶
翁
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
べ
き
で
は

③
県
も
「
伊
藤
若
冲
と
売
茶
翁
」
の
開
催
を

企
画
中
と
聞
く
が
、
市
の
協
力
は
④
売
茶
翁

を
市
の
観
光
施
策
に
ど
う
生
か
す
か
。

　

国
体
の
併
設
イ
ベ
ン
ト
、
専
門
学
校
の
設

立
、
高
校
で
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
部
の
設
立
、
そ

し
て
ま
ち
お
こ
し
等
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
巡
る

状
況
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
反

面
、
子
ど
も
た
ち
の
ゲ
ー
ム
依
存
症
に
つ
な

が
る
と
の
懸
念
も
あ
る
。ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
ゲ
ー

ム
障
が
い
の
関
連
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

市
役
所
Ｓ
Ｌ
に
、「
劇
場
版
『
鬼
滅
の
刃
』

無
限
列
車
編
」
の
人
気
を
受
け
て
、「
無
限
」

と
書
い
た
プ
レ
ー
ト
を
取
り
付
け
て
欲
し
い

と
い
う
要
望
が
市
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
①
問

題
や
課
題
は
②
新
た
に
ア
ニ
メ
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

啓
発
活
動
に
つ
い
て
問
う
①
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
選
挙
の
特
設
サ
イ
ト
を
設
置
す
る

考
え
は
②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
は
③
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
の
活
用
は
④
動
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
は

⑤
選
挙
公
報
Ｐ
Ｒ
大
使
の
導
入
は
⑥
民
間
事

業
者
・
飲
食
業
者
と
協
力
し
、
選
挙
割
の
取

り
組
み
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

①
煎
茶
を
世
に
広
め
た
売
茶
翁

の
功
績
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き

本
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
顕
彰
会

と
連
携
し
官
民
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
る

②
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
顕
彰
活
動

や
売
茶
翁
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ほ

か
、
顕
彰
会
な
ど
と
相
談
し
効
果
的
な
Ｐ

Ｒ
や
活
用
を
検
討
し
た
い
③
県
が
開
催
を

検
討
中
の
展
覧
会
と
連
携
し
た
い
④
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
長
崎
街
道
を
活
用

し
、
お
茶
と
お
菓
子
の
組
合
せ
を
効
果
的

に
広
報
す
る
な
ど
売
茶
翁
を
よ
り
顕
在
化

す
る
企
画
を
考
え
て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
他
◆

人
事
政
策
に

つ
い
て
／
理

科
教
育
に
つ

い
て

　

答
弁　

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
一
般
的
に
認

知
さ
れ
人
気
が
出
て
き
て
い
る
一
方
で
、

ゲ
ー
ム
依
存
を
危
惧
し
病
気
と
し
て
定
義

す
る
動
き
も
あ
る
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
ゲ
ー

ム
障
が
い
と
の
直
接
的
な
関
連
は
明
言
で

き
な
い
が
、
長
時
間
の
ゲ
ー
ム
練
習
が

ゲ
ー
ム
障
が
い
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
。
将
来
な
り
た
い
職
業
に

プ
ロ
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
プ
レ
ー
ヤ
が
上
が
る

時
世
に
な
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
ゲ
ー
ム

依
存
に
な
ら
な
い
よ
う
、
学
校
や
家
庭
の

中
で
健
全
な
心
身
を
育

み
、
将
来
の
夢
や
目
標

に
向
け
努
力
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
る
。

◆
そ
の
他
◆
発
達
障
が

い
児
対
策
に
つ
い
て

　

答
弁　

①
著
作
権
な
ど
に
相
応
の
費
用

が
か
か
る
一
方
で
、
作
品
の
舞
台
や
原
作

者
が
佐
賀
市
と
ゆ
か
り
が
な
く
、
佐
賀
市

の
宣
伝
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
は
つ
な
が

り
に
く
い
。
ま
た
、
Ｓ
Ｌ
自
体
が
佐
賀
市

に
所
有
権
が
な
く
、
車
両
貸
借
の
契
約
内

容
か
ら
、
新
た
に
プ
レ
ー
ト
の
設
置
が
難

し
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
②
経
済
効
果
に

つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
作
品
を
き
っ
か
け

と
し
て
佐
賀
に
来
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
た
め
、
佐
賀
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作

品
な
ど
、
観
光
振
興
や

経
済
効
果
に
つ
な
が
る

と
判
断
さ
れ
る
コ
ラ
ボ

は
今
後
も
活
用
し
た

い
。

◆
そ
の
他
◆
公
園
整
備

に
つ
い
て

　

答
弁　

現
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情

報
発
信
を
分
か
り
や
す
く
、
効
果
的
に

行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
特
設
サ
イ
ト
の

設
置
に
向
け
た
検
討
を
進
め
た
い
②
他
市

の
活
用
事
例
を
参
考
に
検
討
し
た
い
③
次

の
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
選
挙
で
の
導

入
に
向
け
て
準
備
を
進
め
た
い
④
若
年

層
対
象
に
コ
ン
ク
ー
ル
や
動
画
作
品
の
募

集
、
企
画
へ
の
参
加
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
⑤
一
定
の
効
果
も
見
込
ま
れ
る
た
め
、

今
後
検
討
し
た
い
⑥
サ
ー
ビ
ス
の
享
受
を

目
的
に
投
票
を
す
る
こ

と
に
は
違
和
感
が
あ

り
、
主
体
的
に
取
り
組

む
こ
と
は
難
し
い
。

◆
そ
の
他
◆
公
共
施
設

の
ト
イ
レ
の
在
り
方

若沖が描いた売茶扇
（富遊外売茶扇顕彰会提供）
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３
月
15
日
㈪

３
月
16
日
㈫

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

図
書
館
は

適
正
な

　
　

人
員
確
保
を
！

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

精
度
向
上
を

池
田　

正
弘
（
公
明
党
）

富
永　

明
美
（
社
会
市
民
ク
ラ
ブ
）

山
下　

伸
二
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佐
賀
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
接
す
る
こ
と
に
敏
感
に

な
っ
て
い
る
人
に
対
し
、
新
し
い
生
活
様
式

を
踏
ま
え
て
図
書
館
の
在
り
方
も
考
え
る
時

期
に
来
て
い
な
い
か
。
非
接
触
型
、
非
対
面

型
、
非
来
訪
型
の
考
え
を
取
り
入
れ
た
、
将

来
を
見
据
え
た
対
応
を
考
え
る
べ
き
と
思
う

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　

エ※
４

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
任
務

に
当
た
ら
れ
る
市
職
員
で
あ
る
が
、
そ
の
数

は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
多
様
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
、
自
然
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

応
な
ど
、
業
務
量
は
増
加
し
人
員
体
制
を
懸

念
す
る
。
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
為
に
も

人
員
確
保
は
重
要
だ
と
思
う
が
見
解
を
。

　

昨
年
11
月
に
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
更

新
さ
れ
た
が
①
更
新
に
至
っ
た
理
由
は
②
令

和
元
年
８
月
豪
雨
の
実
績
が
反
映
さ
れ
て
い

な
い
所
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
が
い
か
が

か
③
今
後
も
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新

が
想
定
さ
れ
る
が
、
精
度
を
高
め
る
取
り
組

み
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　

答
弁　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
難
し
く

な
っ
て
い
る
外
出
先
で
の
長
時
間
の
滞
在

や
人
と
人
の
交
流
が
以
前
か
ら
公
共
図
書

館
が
担
っ
て
き
た
役
割
で
も
あ
り
、
決
し

て
な
く
し
て
は
な
ら
な
い
部
分
だ
と
思
っ

て
い
る
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
世
界
の
変

化
を
見
据
え
な
が
ら
図
書
館
の
機
能
を
損

な
う
こ
と
な
く
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
、
従
来

の
来
館
型
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
来

館
せ
ず
に
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る

宅
配
や
電
子
図
書
館

と
い
っ
た
非
来
館
型

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

も
、
今
後
も
研
究
を
し

て
い
く
こ
と
は
重
要

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

答
弁　

市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
行
政

需
要
の
増
加
へ
の
対
応
が
必
要
な
た
め
、

福
祉
や
子
育
て
な
ど
必
要
な
分
野
に
は
適

宜
増
員
し
て
い
る
。
ま
た
、
専
門
的
な
分

野
に
は
専
門
知
識
や
資
格
を
持
っ
た
会
計

年
度
任
用
職
員
の
配
置
な
ど
に
よ
り
対
応

し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
財
政
状
況
が

厳
し
さ
を
増
し
、
職
員
の
大
幅
増
員
は
難

し
い
た
め
、
今
後
増
員
が
必
要
な
分
野
に

人
的
資
源
を
投
入
で
き
る
よ
う
、
Ａ
Ｉ
や

Ｒ※
５
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
た
事
務
の
効
率
化
や
事

務
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル

ド
に
よ
り
必
要
な
人
員
の
確
保
に
努
め
た

い
。

◆
そ
の
他
◆
子
ど

も
の
遊
び
場
に
つ

い
て
／
情
報
モ
ラ

ル
教
育
に
つ
い
て

　

答
弁　

①
令
和
元
年
8
月
の
豪
雨
が
従

来
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
対
象
降
雨
を
上

回
っ
た
こ
と
や
、
排
水
対
策
に
よ
る
雨
水

ポ
ン
プ
場
や
雨
水
幹
線
な
ど
の
施
設
整
備

が
進
み
、
従
来
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
現

状
に
そ
ぐ
わ
な
い
状
況
と
な
っ
た
た
め
改

訂
し
た
②
浸
水
が
広
範
囲
に
及
ん
で
い
た

た
め
、
一
部
の
詳
細
な
浸
水
状
況
が
把
握

で
き
て
お
ら
ず
、
全
て
を
反
映
で
き
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
③
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
浸

水
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
自
動
計
測
箇

所
を
現
在
の
13
カ
所
か
ら
29
カ
所
に
増
や

し
、
精
度
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
そ
の
他
◆
中

心
市
街
地
の
活

性
化
に
つ
い
て

小
水
力
発
電
の

　

普
及
促
進
策
を
問
う

松
永　

幹
哉
（
自
民
さ
が
）

　

吉
野
ヶ
里
町
松
隈
地
区
で
、
出
力
30
kw
の

小
水
力
発
電
所
が
昨
年
11
月
に
稼
働
さ
れ
た
。

地
域
で
運
営
を
行
い
、
売
電
収
入
で
中
山
間

地
域
の
活
性
化
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

県
は
松
隈
地
区
の
事
業
を
「
佐
賀
モ
デ
ル
」

と
し
て
、
県
内
外
へ
展
開
を
図
る
考
え
で
あ

る
。
市
の
小
水
力
発
電
の
普
及
策
を
問
う
。

　

答
弁　

小
水
力
発
電
は
、
水
利
権
の
手

続
き
が
煩
雑
で
場
所
に
よ
り
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
差
が
出
る
懸
念
が
あ
る

が
、
発
電
に
二
酸
化
炭
素
を
発
生
し
な
い

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
時
間
や
天
候

に
左
右
さ
れ
ず
安
定
し
た
発
電
が
可
能
で

あ
る
。
国
や
市
の
補
助
制
度
を
必
要
な
地

域
に
案
内
し
、
民
間
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
等
で
地
域
に
お
け
る
小
水
力
発
電
を
推

進
し
た
い
。
ま
た
、
中
山
間
地
域
の
地
域
振

興
の
観
点
か
ら
は
、
水
路
の
管
理
等
の
収
益

を
活
用
す
る
こ
と
で
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
や
拠
点
づ

く
り
の
手
段
と
な
る

と
考
え
て
い
る
。

◆
そ
の
他
◆
行
政
改

革

※４　エッセンシャルワーカー…人々が日常生活を送るために欠かせない仕事を担う人。例えば、医療・福祉、小売、物流、などの業種の労働者。
※５　ＲＰＡ…人が行う定型作業をソフトウエアにより自動化すること。

松隈小水力発電所
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３
月
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日
㈫

市
有
林
の

　

管
理
は
ど
う
す
る
？

東
与
賀
町
・
川
副
町
の

上
水
道
一
元
化
は

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

　

教
育
の
充
実
を
‼

被
災
者
支
援
の
た
め

　

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を

重
田　

音
彦
（
自
民
市
政
会
）

重
松　
　

徹
（
自
民
市
政
会
）

松
永　

憲
明
（
社
会
市
民
ク
ラ
ブ
）

村
岡　
　

卓
（
公
明
党
）

　

佐
賀
市
の
市
有
林
は
１
，
８
４
８
ha
あ
り
、

そ
の
多
く
は
自
治
会
と
の
分
収
林
で
あ
る
。

分
収
林
は
土
地
と
苗
を
市
が
提
供
し
、
自
治

会
が
撫
育
を
行
う
仕
組
み
で
契
約
期
間
は
40

か
ら
50
年
だ
が
、
そ
の
多
く
が
期
限
を
過
ぎ

伐
採
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

契
約
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
国
は
水
道
法

改
正
に
よ
っ
て
、
水
道
基
盤
強
化
を
図
る
た

め
、
広
域
連
携
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
、
西
佐
賀
水
道
企
業
団
は
統
合

し
た
。
広
域
連
携
の
中
で
東
与
賀
町
・
川
副

町
の
上
水
道
の
一
元
化
に
つ
い
て
、
市
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

①
生
活
指
導
員
や
支
援
員
に
つ
い
て
は
、

学
校
の
実
情
を
十
分
把
握
し
、
要
望
に
沿
う

よ
う
な
配
置
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
②
介
助

員
や
看
護
師
の
配
置
が
必
要
な
子
ど
も
も
い

て
、
国
の
補
助
も
あ
る
中
、
ど
う
し
て
い
く

の
か
③
地
域
人
材
の
活
用
や
地
域
連
携
（
12

月
答
弁
）
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
た
「※
６
ぴ
っ
た
り

サ
ー
ビ
ス
」
に
は
、
子
育
て
分
野
、
介
護
保

険
分
野
の
ほ
か
に
被
災
者
支
援
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
①
現

在
の
市
の
状
況
は
②
解
消
す
べ
き
課
題
は
何

か
③
導
入
に
向
け
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

　

答
弁　

富
士
地
区
で
は
国
土
調
査
前
に

契
約
を
締
結
し
て
お
り
、
分
収
造
林
地

の
地
番
を
国
土
調
査
後
の
地
番
に
修
正
中

だ
が
、
事
務
作
業
が
進
ん
で
お
ら
ず
大
変

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
自

治
体
の
管
理
方
法
や
考
え
方
に
違
い
が
あ

り
、
分
収
造
林
地
の
計
画
的
な
森
林
整
備

の
方
針
を
示
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

ま
ず
は
自
治
会
に
意
向
確
認
の
実
態
調
査

を
実
施
し
、
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
整

備
方
針
を
示
し
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
過
疎
計
画

／
太
陽
光
発
電
の
た
め

の
山
林
開
発
／
中
学
校

の
部
活
動

　

答
弁　

水
道
行
政
を
行
う
場
合
、
一
つ

の
水
道
事
業
で
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
姿

だ
と
思
う
が
、
本
市
は
様
々
な
水
道
事
業

体
を
持
つ
自
治
体
が
合
併
し
て
お
り
、
料

金
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
違
う
部
分
が
あ
る
。
西

佐
賀
水
道
企
業
団
の
水
道
事
業
下
に
あ
っ

た
久
保
田
町
は
、
今
回
本
市
の
水
道
事
業

の
中
に
入
っ
た
が
、
東
与
賀
町
、
川
副
町

に
つ
い
て
は
、
佐
賀
東
部
水
道
企
業
団
へ

の
影
響
を
十
分
議
論
し
、
条
件
整
備
が
で

き
れ
ば
一
元
化
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思

う
が
、
ま
ず
は
前
段
の
協
議
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

◆
そ
の
他
◆
公

用
車
へ
の
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
搭
載
に

つ
い
て

　

答
弁　

①
生
活
指
導
員
、
特
別
支
援
学

級
の
支
援
員
は
、
教
育
予
算
が
厳
し
い
中
、

前
年
度
と
同
じ
人
員
数
を
配
置
し
て
い
る

が
、
現
状
で
の
対
応
が
大
変
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
②
他
市
の
状
況
や
派
遣
し

て
い
た
だ
く
看
護
師
の
状
況
等
を
踏
ま
え

た
検
討
が
必
要
③
非
常
勤
講
師
の
活
用
や

指
導
教
諭
な
ど
を
中
心
と
し
た
地
域
へ
の

呼
び
か
け
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
広
が
れ
ば
取
り
組

み
が
市
全
体
に
広
が

る
の
で
、
校
長
会
等
で

積
極
的
に
呼
び
か
け

て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
教
職
員

の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て

　

答
弁　

①
被
災
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
に
は
至
っ
て
い
な
い
②
本
市
で
は
罹
災

証
明
書
と
被
災
届
出
証
明
書
の
交
付
申
請

書
を
一
本
の
様
式
と
し
て
い
る
た
め
、
ど

ち
ら
の
申
請
で
あ
る
か
の
確
認
が
生
じ
る

こ
と
や
、
直
接
窓
口
で
確
認
し
た
ほ
う
が

効
率
的
で
あ
る
項
目
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
申
請
は
記
入
項
目

が
多
く
、
申
請
者
の
手
間
が
非
常
に
か
か

る
こ
と
な
ど
が
課
題
で
あ
る
③
国
の
動
向

や
他
市
の
活
用
状
況
な
ど
の
情
報
を
収
集

し
、
関
係
課
と
も
情
報

共
有
を
行
い
な
が
ら
、

実
現
に
向
け
た
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
国
際
交
流

に
つ
い
て

※６　ぴったりサービス…政府が運営するオンラインサービス「マイナポータル」内で地方公共団体が提供する行政サービス
の検索や、オンライン申請ができるサービスの総称
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３
月
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３
月
18
日
㈭

米
の
消
費
拡
大
を
！

県
の
消
防
防
災
ヘ
リ

　

コ
プ
タ
ー
活
動
せ
よ

地
域
内
交
通
に
よ
る

　

移
動
手
段
の
確
保
へ

中
野　

茂
康
（
自
民
市
政
会
）

川
崎　

直
幸
（
光
明
市
政
）

野
中　

宣
明
（
公
明
党
）

　

米
の
消
費
量
が
全
国
で
毎
年
10
万
ト
ン
、

一
人
当
た
り
０
・
７
キ
ロ
減
少
し
て
い
る
。
佐

賀
県
の
生
産
量
が
年
間
約
13
万
ト
ン
で
あ
り
、

い
か
に
消
費
量
が
落
ち
込
ん
で
い
る
か
が
分

か
る
。
食
の
多
様
化
が
進
む
中
、
米
の
消
費

拡
大
が
必
要
で
あ
る
が
、
市
役
所
か
ら
始
め

る
、
米
の
消
費
拡
大
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
導
入
に
あ
た

り
ど
の
よ
う
な
要
望
活
動
を
し
た
の
か
②
拠

出
さ
れ
た
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
③
佐
賀
市

の
財
政
的
、
人
的
負
担
は
④
活
動
と
し
て
具

体
的
に
ど
う
い
っ
た
も
の
が
想
定
さ
れ
る
か
。

ま
た
海
難
事
故
に
つ
い
て
は
⑤
防
災
航
空
隊

に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
。

　

①
生
活
に
必
要
な
都
市
機
能
が
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
ま
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

お
り
、
公
共
交
通
は
そ
の
都
市
機
能
を
支
え

る
移
動
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
と
な
る
。

よ
っ
て
交
通
政
策
を
独
自
に
進
め
る
の
で
は

な
く
、
ま
ち
づ
く
り
に
沿
っ
て
行
う
べ
き
で

は
②
行
政
の
推
進
体
制
を
強
化
す
べ
き
で
は
。

　

答
弁　

佐
賀
市
特
産
物
振
興
協
議
会
で

取
り
組
む
フ
ァ
ー
ム
・
マ
イ
レ
ー
ジ
運
動

で
の
市
産
米
の
景
品
採
用
や
、
市
内
児
童

を
対
象
と
し
た
米
に
関
す
る
講
話
や
新
米

を
食
べ
比
べ
る
「
新
米
を
食
べ
よ
う
！
」

事
業
の
ほ
か
、家
族
向
け
農
業
体
験
の
「
ほ

ん
な
も
ん
ぼ
体
験
学
校
」
等
を
通
じ
、
市

民
に
市
産
米
を
Ｐ
Ｒ
し
て
米
消
費
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
市
役
所
内
で
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
や
、
市
職
員
に
積
極
的
な
市
産

米
の
消
費
を
メ
ー
ル
で
呼
び
か
け
る
な

ど
、
市
職
員
か
ら
米
消

費
拡
大
の
輪
を
広
げ
た

い
。

◆
そ
の
他
◆
漁
業
振
興

に
つ
い
て
／
さ
が
桜
マ

ラ
ソ
ン
２
０
２
１
に
つ

い
て

　

答
弁　

①
県
知
事
、
県
内
の
市
町
長
が

参
加
す
る
会
議
で
市
長
が
消
防
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
提
案
し
配
備
要
望
を
行
っ

た
②
県
の
令
和
２
年
度
予
算
総
額
は
約

31
億
７
０
０
万
円
③
本
市
の
令
和
３
年
度

負
担
金
額
は
約
１
，
４
０
０
万
円
の
見
込

み
で
、
消
防
活
動
を
行
う
隊
員
と
し
て
、

佐
賀
広
域
消
防
局
か
ら
３
名
が
派
遣
さ
れ

る
④
災
害
時
の
情
報
収
集
活
動
や
救
助
活

動
、
空
中
消
火
活
動
な
ど
が
あ
る
。
海
難

事
故
は
、
海
上
保
安
庁
と
連
携
し
て
の
対

応
を
想
定
し
て
い
る

⑤
災
害
で
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
る
。

◆
そ
の
他
◆
有
明
海

の
カ
モ
被
害
／
佐
賀

市
社
会
福
祉
協
議
会

の
組
織
再
編

　

答
弁　

①
交
通
政
策
は
ま
ち
づ
く
り
と

一
体
と
な
っ
て
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
市
の
公
共
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
公
共
交
通
を
活
か
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
。
次

年
度
に
策
定
予
定
の
地
域
公
共
交
通
計
画

に
お
い
て
も
、
地
域
内
交
通
の
在
り
方
に

重
点
を
置
き
、
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た

計
画
を
検
討
し
た
い
②
交
通
政
策
は
様
々

な
部
署
、
地
域
、
事
業
者
と
の
連
携
・
調

整
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
今
後
高
齢
化

が
進
み
、
公
共
交
通
の

重
要
性
が
増
す
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
交

通
政
策
を
確
実
に
進
め

る
た
め
の
体
制
強
化
を

検
討
し
た
い
。

実
効
性
あ
る
避
難

訓
練
・
意
識
づ
く
り
を

山
下　

明
子
（
市
民
共
同
）

　

①
災
害
時
に
実
効
性
あ
る
避
難
・
防
災
訓

練
へ
の
工
夫
を
②
自
主
防
災
組
織
の
活
動
や

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
発
揮
へ
の
支
援
を
③

市
防
災
会
議
に
女
性
や
障
が
い
者
な
ど
多
様

な
視
点
を
反
映
で
き
る
委
員
選
任
を
④
原
子

力
災
害
時
の
唐
津
か
ら
の
避
難
受
け
入
れ
情

報
を
市
民
に
周
知
し
訓
練
も
す
べ
き
で
は
。

　

答
弁　

①
先
進
地
の
取
り
組
み
な
ど
を

調
査
し
、
よ
り
実
質
的
な
訓
練
内
容
の
参

考
に
し
た
い
②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌

で
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
自
主
防
災

組
織
の
取
組
を
紹
介
す
る
機
会
を
設
け
る

な
ど
、
機
運
の
上
昇
を
図
り
た
い
③
委

員
定
数
は
50
名
以
内
で
現
在
の
委
員
は
43

名
。
残
り
7
名
の
枠
で
様
々
な
立
場
の
方

が
委
員
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
④
唐

津
市
原
子
力
災
害
時
広
域
避
難
対
策
協
議

会
の
中
で
情
報
発
信
や
訓
練
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
市
民
に

優
し
い
バ
リ
ア
フ

リ
ー
行
政
／
コ
ロ
ナ

禍
で
の
市
民
の
暮
ら

し
を
さ
さ
え
る
た
め

に

消防防災ヘリかちどき

富士町コミュニティバス

令和２年度総合防災訓練（県立佐賀東高体育館）
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難
病
児
な
ど
へ
の

保
育
体
制
を
整
え
よ

子
ど
も
の
貧
困
問
題
の

対
策
と
し
て

子
育
て
世
帯
へ
さ
ら

　

な
る
支
援
の
充
実
を

生
活
保
護
の
申
請
は

　
　

国
民
の
権
利
で
す

西
岡　

真
一
（
自
民
さ
が
）

川
副
龍
之
介
（
自
民
さ
が
）

中
村　

宏
志
（
公
明
党
）

中
山　

重
俊
（
日
本
共
産
党
）

　

難
病
を
抱
え
て
い
る
な
ど
、
よ
り
手
厚
い

ケ
ア
の
必
要
な
子
ど
も
を
受
け
入
れ
る
機
能

が
、
最
後
の
と
り
で
と
し
て
公
立
保
育
施
設

に
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。
新
し
く
整
備
さ
れ

る
本
庄
認
定
こ
ど
も
園
に
は
、
看
護
師
な
ど

の
医
療
系
職
員
を
十
分
配
置
す
る
等
、
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

　

本
市
で
は
、
全
て
の
児
童
が
放
課
後
を
安

全
安
心
に
過
ご
し
多
様
な
体
験
や
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
①

子
ど
も
の
居
場
所
を
増
や
し
て
い
く
べ
き
で

は
②
子
ど
も
の
居
場
所
の
充
実
及
び
子
ど
も

に
対
す
る
認
識
を
共
有
す
る
た
め
、
運
営
協

議
会
の
構
成
員
を
増
員
し
て
は
ど
う
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
経
済
状

況
や
子
育
て
世
帯
の
家
計
が
厳
し
い
と
言
わ

れ
る
中
①
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
が
正
規
職

へ
の
転
職
・
再
就
職
し
よ
う
と
す
る
と
き
の

支
援
策
は
②
多
様
な
職
業
や
働
き
方
に
対
応

し
た
保
育
施
設
が
必
要
で
は
③
子
育
て
世
帯

へ
の
さ
ら
な
る
支
援
の
充
実
が
必
要
で
は
。

　

①
生
活
保
護
受
給
世
帯
数
の
過
去
３
年
間

の
推
移
と
令
和
３
年
２
月
末
の
受
給
世
帯
数

は
②
生
活
保
護
申
請
者
の
親
族
に
対
す
る
「
援

助
が
可
能
か
ど
う
か
」
と
い
う
扶
養
照
会
が

生
活
保
護
申
請
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
が
、

や
め
る
べ
き
で
は
③
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど

職
員
の
増
員
が
必
要
で
は
。

　

答
弁　

本
庄
認
定
子
ど
も
園
に
統
合
す

る
成
章
保
育
所
で
は
、
先
進
的
に
障
が
い

児
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
き
た
経
緯
が
あ

り
、
統
合
後
も
同
様
に
受
け
入
れ
た
い
。

受
け
入
れ
態
勢
と
し
て
、
ハ
ー
ド
面
で
は

医
務
室
の
設
置
、
カ※
７
ー
ム
ダ
ウ
ン
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
及
び
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
、
人
的
側
面
に
お
い
て
は
、
従
来
の
公

立
保
育
所
同
様
に
看
護
師
等
の
医
療
職
を

配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
施

設
の
充
実
や
医
療
職
の
配
置
に
よ
り
、
保

護
者
が
安
心
し
て
子

ど
も
を
預
け
る
こ
と

が
で
き
る
園
に
な
る

よ
う
努
め
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
地
域
に

お
け
る
防
災
に
つ
い

て

　

答
弁　

①
子
ど
も
の
居
場
所
の
開
設
や

運
営
の
相
談
対
応
、
新
た
に
開
設
す
る

費
用
の
補
助
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
既
存

の
運
営
団
体
と
の
連
携
や
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
の
機
運
醸
成
な
ど
を
行
い
な
が

ら
、
市
内
に
増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
②
フ
ー
ド
バ
ン
ク
さ
が
は
食
品
提

供
と
い
う
形
で
居
場
所
を
支
え
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
大
変
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
さ
が
を
は
じ
め
と
す
る
子

ど
も
の
居
場
所
を
支
援
す
る
団
体
の
方
々

と
も
、
運
営
協
議
会
で

の
情
報
共
有
や
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

◆
そ
の
他
◆
事
業
承
継

に
つ
い
て
／
農
業
振
興

に
つ
い
て

　

答
弁　

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
が
看

護
師
等
の
就
職
に
必
要
な
資
格
取
得
の
た

め
、
１
年
以
上
の
養
成
機
関
で
就
学
す
る

場
合
、
生
活
費
の
負
担
軽
減
を
目
的
で
支

給
す
る
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
と
い

う
制
度
が
あ
る
②
一
定
の
需
要
は
あ
る
と

考
え
る
が
、
市
で
不
足
し
て
い
る
と
い
う

声
は
届
い
て
い
な
い
。
今
後
、
需
要
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
③
今
定
例
会
で

は
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
と
し
て
中
学
生

ま
で
の
医
療
費
助
成
を
拡
充
す
る
議
案
を

提
出
し
可
決
さ
れ
た
。

こ
の
拡
充
で
経
済
的
負

担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る

と
考
え
る
。

◆
そ
の
他
◆
窓
口
で
の

申
請
手
続
き
に
つ
い
て

　

答
弁　

①
平
成
29
年
度
末
が
２
，
４
１
５

世
帯
、　

平
成
30
年
度
末
が
２
，
４
５
０
世

帯
、
令
和
元
年
度
末
が
２
，
４
８
８
世
帯
、

令
和
３
年
２
月
末
が
２
，
５
１
８
世
帯
②

扶
養
照
会
の
目
的
は
仕
送
り
等
の
金
銭
的

な
扶
養
の
可
能
性
だ
け
で
な
く
、
保
護
を

受
け
て
い
る
方
が
入
院
や
死
亡
等
し
た
場

合
に
連
絡
先
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
り
、

扶
養
義
務
履
行
が
期
待
で
き
な
い
方
へ
の

照
会
は
原
則
行
わ
な
い
③
法
の
規
定
に
基

づ
く
標
準
定
数
を
満
た
す
よ
う
改
善
し
て

い
き
た
い

◆
そ
の
他
◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
防
止

の
た
め
に
／
国

民
健
康
保
険
制

度
に
つ
い
て

※７　カームダウンスペース…感情的になったとき、冷静になるための場所
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３
月
19
日
㈮

３
月
23
日
㈫

地
域
に
愛
さ
れ
る

　

本
庄
こ
ど
も
園
に
‼

精
神
障
が
い
者
に

医
療
費
助
成
の
拡
充
を

農
業
体
験
学
習
へ
の

支
援
策
は

山
田
誠
一
郎
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佐
賀
）

宮
﨑　
　

健
（
自
民
さ
が
）

黒
田　

利
人
（
自
民
市
政
会
）

　

①
浸
水
抑
制
の
た
め
の
流
水
抑
制
策
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
協
議
を
し
て

い
る
の
か
②
本
庄
幼
稚
園
跡
地
活
用
に
つ
い

て
、
現
在
ま
で
ど
の
よ
う
な
協
議
を
行
い
、

今
後
ど
の
よ
う
な
協
議
を
し
て
い
く
の
か
③

新
園
と
周
辺
地
域
の
景
観
を
含
め
た
、
周
囲

へ
の
防
音
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

　

現
状
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
に
お
い
て
精
神
障
が
い
者
の
み
が
外
れ
て

い
る
①
本
市
を
取
り
巻
く
拡
充
の
動
き
は
②

今
後
、
拡
充
さ
れ
る
方
向
に
な
っ
た
場
合
、

ど
う
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
で
行
わ
れ
る
の
か
。

　

農
業
体
験
学
習
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然

に
親
し
み
、
物
づ
く
り
の
過
程
や
農
業
を
理

解
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
市
内
団
体
等
の
協

力
を
得
て
各
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
団

体
や
農
家
の
方
の
財
政
的
負
担
を
少
し
で
も

軽
く
す
る
た
め
に
支
援
制
度
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
普
及
策
と
し
て
市
の
考
え
は
。

　

答
弁　

①
地
域
の
方
々
が
不
安
に
思
う

こ
と
が
な
い
よ
う
、
造
成
に
伴
う
雨
水
の

流
出
量
増
大
を
抑
制
し
、
周
辺
水
路
へ
の

排
水
機
能
負
担
軽
減
を
図
る
対
策
を
今
後

検
討
し
た
い
②
現
在
跡
地
活
用
の
方
向
性

な
ど
、
課
題
や
意
見
の
整
理
を
行
っ
て
い

る
。
遊
水
地
活
用
も
検
討
し
た
い
③
新
園

と
南
側
住
宅
地
と
の
間
に
樹
木
を
植
え
る

な
ど
の
検
討
を
し
て
い
る
。
新
園
は
地
域

に
親
し
ま
れ
る
園
を
目
指
し
、
住
民
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
え
、
声
も
心
地
よ

い
と
受
け
止
め
ら
れ

る
施
設
に
し
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
災
害
時

の
避
難
所
に
つ
い
て

　

答
弁　

①
昨
年
10
月
12
日
に
佐
賀
県
精

神
保
健
福
祉
連
合
会
か
ら
制
度
の
対
象
に

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
１
級
か
ら

３
級
ま
で
の
所
持
者
の
追
加
を
求
め
る
陳

情
書
が
佐
賀
市
に
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
、

２
月
２
日
に
県
と
市
町
で
対
象
者
拡
充
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。
県
の
来
年
度

当
初
予
算
案
に
対
象
者
拡
充
を
盛
り
込

ん
だ
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
可
決

さ
れ
れ
ば
補
助
金
要
綱
も
改
正
予
定
で
あ

る
。
②
条
例
改
正
等
細
部
に
つ
い
て
は
、

次
の
定
例
会
に
向
け
て
調

整
を
進
め
る
。

◆
そ
の
他
◆
に
じ
ゅ
う
ま

る
に
つ
い
て
／
佐
賀
市
立

青
少
年
科
学
館
の
建
設
計

画
に
つ
い
て

　

答
弁　

１
つ
は
、
地
域
農
業
者
を
県
の

特
別
非
常
勤
講
師
と
し
て
登
録
し
、
小
・

中
学
校
へ
派
遣
す
る
際
に
講
師
料
を
支
払

う
制
度
で
、
す
で
に
各
学
校
で
利
用
さ
れ

て
い
る
。
も
う
１
つ
は
市
民
向
け
農
業
体

験
学
習
を
行
う
農
業
者
に
助
成
金
を
出
す

次
世
代
農
業
者
育
成
支
援
事
業
で
あ
る
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
活
用

が
少
な
い
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

す
る
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
へ
の
チ
ラ
シ
の
常
設
依

頼
や
、
教
育
部
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
制
度
周

知
と
活
用
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
青
少
年
の

国
際
・
国
内
交
流
事
業

中
心
市
街
地
の

国
土
調
査
の
促
進
を
！

堤　
　

正
之
（
自
民
政
新
会
）

　

①
地
籍
調
査
に
よ
っ
て
初
め
て
筆
界
未
定

な
ど
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
る
な
ど
未
実
施

が
土
地
の
利
活
用
の
障
害
に
な
っ
て
い
な
い

か
②
筆
界
特
定
制
度
と
は
③
市
民
か
ら
地
籍

調
査
の
早
期
実
施
の
声
が
多
い
。
更
な
る
促

進
策
は
④
中
心
市
街
地
の
健
全
な
発
展
の
た

め
に
も
商
業
エ
リ
ア
を
優
先
す
べ
き
で
は
。

　

答
弁　

①
土
地
の
測
量
、
登
記
業
務
に

か
か
る
費
用
が
個
人
負
担
と
な
り
、
利
活

用
の
障
害
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
る
②
筆
界
特
定
登
記
官
に
筆
界
の
特
定

を
求
め
る
制
度
で
、
公
的
な
判
断
と
し
て

筆
界
が
明
ら
か
に
な
り
、
筆
界
ト
ラ
ブ
ル

を
迅
速
に
解
決
で
き
る
③
筆
界
特
定
制
度

に
加
え
、
長
期
相
続
登
記
等
未
了
土
地
解

消
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
④
中
央
本
町
等

の
中
心
市
街
地
か
ら
調
査
を
開
始
し
て
お

り
、
今
後
も
商
業
エ
リ
ア
を
優
先
し
て
実

施
し
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
国
際
課
及
び
市
国
際
交
流
協

会
の
在
り
方
／

多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
制
度

の
加
入
促
進

本庄幼稚園
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さが市議会だより第71号（令和3年3月定例会）

３
月
23
日
㈫

交
通
局
の
局
舎

　

建
て
替
え
に
つ
い
て

千
綿　

正
明
（
政
研
会
）

　

①
平
成
28
年
３
月
定
例
会
で
、
交
通
局
局

舎
は
老
朽
化
が
著
し
く
壁
の
崩
落
の
危
険
性

も
あ
る
た
め
、
早
急
に
建
て
替
え
を
検
討
す

る
こ
と
と
附
帯
決
議
が
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

の
検
討
は
②
現
地
建
て
替
え
か
移
転
新
築
か

は
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
考
え
る
べ
き
で
あ

り
市
長
部
局
の
方
針
決
定
が
必
要
で
は
。

　

答
弁　

①
交
通
局
内
で
は
、
現
地
で
の

単
独
建
設
、
ま
た
は
市
の
事
業
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
絡
め
た
建
設
を
検
討
し
、
関

係
部
署
と
の
協
議
に
努
め
て
い
る
②
局
舎

建
て
替
え
は
、
交
通
局
が
主
体
と
な
っ
て

協
議
し
、
市
有
財
産
の
有
効
活
用
の
観
点

か
ら
は
総
務
部
、
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の

中
心
市
街
地
や
経
済
活
性
化
の
観
点
か
ら

は
経
済
部
、
都
市
計
画
や
具
体
的
な
建
設

計
画
の
観
点
か
ら
は
建
設
部
、
交
通
政
策

の
観
点
か
ら
は
企
画
調
整
部
と
い
っ
た
各

部
局
の
意
見
の
す
り
合

わ
せ
が
必
要
で
あ
り
、

市
長
部
局
と
し
て
も
、

そ
の
検
討
の
中
で
し
っ

か
り
と
関
与
し
て
い
き

た
い
。

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で議会報告会を中止し、
次年度の開催に向け開催会場や形式、内容などを検討してきました。

市報さが 4月 15日号でご案内をしておりましたが、今回は、新型コロナウイルス
感染症対策として、事前申し込みとし、会場への入場者数を減らして開催します。
当日、事前の申し込みなく来場される方は、参加者数の都合により参加希望に沿え
ない場合もございますのでご了承ください。

と題し、市民のみなさんのいまの声を聴く議会報告会を開催！

〔日にち〕令和３年５月１５日（土）　〔会場〕メートプラザ佐賀

どう思う？いまの佐賀市どう思う？いまの佐賀市
～議員と語ろう～～議員と語ろう～

令和３年度は

やります！

１部　全体会
14：00 ～ 15：00

議会の取り組み

特別委員会報告

　バイオマス産業都市調査特別委員会

　佐賀駅周辺整備調査特別委員会

　水害対策調査特別委員会

質疑応答

２部　分科会 　常任委員会ごとに分かれ意見交換会
15：20 ～ 16：20

≪各委員会のテーマ≫

◇総　　務委員会：どうしていこう防災対策と避難所

◇文教福祉委員会：情報コミュニケーション条例を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　考えてみよう

◇経済産業委員会：どんなカンジ？コロナ禍の経済対策

◇建設環境委員会：さがしの川を守るために
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この冊子は1部あたり16円で制作しています。
（ただし人件費など間接経費はふくまれていません。） この印刷物は大豆インキ

を使用しています。

再生紙を
使用しています。

問い合わせ（議会事務局）電話４０－７３１０　FAX ２５－５４０７  E-mail:gikai@city.saga.lg.jp

編 集 後 記
　一般質問は、議員個人が
市政全般にわたり執行機関
に対して質問するものです
が、本市での登壇議員数は
毎回約 30 人です。これは全
国トップクラスだと言われ
ています。とりわけ、今最
も関心のある次期市長選挙
に秀島市長は不出馬を表明
されました。さて、次のか

じ取り役はどんな行政手腕
を発揮されるか是々非々で
臨みたいと思います。また、
近年の投票率の低下は深刻
です。例年開催している「議
会報告会」は報告よりも意
見交換に主軸を置いたもの
に変わります。皆様の声が
市政発展に直結します。是
非、忌憚のないご意見をお
願いしたくお誘いあわせの
上お出掛けください。

（平原嘉德）

議会通信簿
世戸　亜希さん（駅前中央）

佐賀北高等学校
芸術科書道専攻 3年

私が書きました !!
～表紙題字の作者紹介～

井上　りこさん
いの うえ

生徒の気持ちに寄り
添うことのできる教
師になりたい。

〔将来の夢〕

力強くもしなやかな線を引き、全体の
雰囲気がゆったりとなるように意識し
ました。

〔題字〕

Q：佐賀市の自慢・良いところは？
A：障がいのある息子と街を歩いてい
　   るときの目が優しい。こちらに気
　   を遣わせないさりげない優しさに、
　   ほっとします。

Q：佐賀市のこうなったらいいなぁというところは？
A：障がい当事者と出会い、心が揺さぶられる。心のバリア
　　フリー教育が進んでほしい。

Q：「議会だより」読んでますか？
A：はい

Q：佐賀市議会に対する 5段階評価は？

せ　 と あ　 き

本会議のテレビ放映・動画配信

本会議をぶんぶんテレビで生放送しています（開会
中 10 時から最長 17 時まで）。ホームページの「議
会中継」をご覧ください。
また、本会議の動画配信や議事録検索、市議会議員
名簿などをホームページに掲載しています。

よ
く
で
き

ま
し
た

よ
く
で
き

ま
し
た

スマートフォンやタブレット端末で、
本会議中継が視聴可能になります

　令和３年６月定例会から、 従来のパソコンでの視
聴に加えて、 スマートフォン ・ タブレット端末でも本会
議中継を視聴できるようになりました。 より手軽に視
聴可能となりますので、 ぜひご利用ください。
◆対象のスマートフォンＯＳ
　ⅰＯＳ、Ａｎｄｒｏｉｄ
◆対応時期
　令和３年６月定例会　本会議中継から
※録画配信については、 令和３年３月定例会以降の

本会議中継が対象です。

佐賀市議会ＨＰ

佐賀市議会

期待を込めて！

iPad
iPhone

Android 端末
OK


